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「

ユ、 健 　 康

Ⅲ 領 域 別 望 ま し い 経 験 表
○以前の経験を再認させる
※年間を通して経験させる

清

潔

の

習

慣

が

つ

く

望 ま し い 経 験

ア、手、足、顔などが よごれた らす

　　ぐに洗 う

イ、 よごれたハ ンカチ、手ぬ ぐいは

　　使わない

ウ、衣 服は清潔なものを着る

エ、手洗い場 、便所な どをよごさな

　　い ように気をっ ける

オ、不潔な ものを 口に入れないよう

　　にする

カ、用便後 の しまつや手洗い をする

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

※ ・毎 日歯みがき、洗顔 をする

※ ・消毒液や石 けんを使 っての手洗いの しかた

　　 を知 り、 きれいに洗う

※ ・手 を洗 ったら自分 のタオルで拭 く

※ ・ちり紙、ハ ンカチは毎 日持って くる

※ ・衣服 がよごれた ときは先生に替 えて もらう

※ ・指や おもちゃな ど不潔なものを口に入れ な

　　 いようにする

　 ・用便に行きたくなつたら先生に告げて、便

　　所で用便する

※ ・用便後めしまつや手洗いをする

※○毎日歯みがき、洗顔をする

※○消毒液や石けんを使って手をきれいに洗う

※○爪はいつもきれいにしてお く

※○ぬれたり、よごれたりした衣服は着がえる

※○ちり紙、ハンカチは毎日持 つてくる

※○タオルは自分のものを使う

※○手洗い場、便所などをよごさないように気

　　をつける

※○指やおもちゃ、名札など不潔なもの を口に

　　入れないようにする

※○用便後のしまっや手洗いをする

※○用便後は水を流し、きれいに使う

※○毎日歯みがき、洗顔をする

※○遊びや仕事のあ と、よごれた手、足、顔な

　　 どは自分できれいにする

※○よごれたハソカチ、タオルは使わない

※○手洗い場、便所などをきれいに使い、 よご

　　 さないようにする

※○用便後のしまつや手洗いをする

※○用便後は水を流 し、きれいに使う

2 学 期

※ ・爪 ブラシの使い方を知る

※ ・いやがらないで爪をつんで もら う

※ ・よごれたハ ンカチ、タオルは使わ ない

※ ・用便後は水を流す

※ ・よごれた手足は自分できれ いにする

　 ・タオルが落 ちていた らす ぐ拾 ってかける

3 学 期

・鼻汁 は 自分でかむ

O手 を洗ったあ とはよくふ く(し もやけ予防)

・手洗い場、便所 などをよごさない ように気 を

　 つける

・便所の戸 はしめて用便する

○ハ ンカチ、 タオルがよごれていた ら自分で気

　がつきとりか えるようにする



署

憲

1

食

事

●

休

息

の

し

か

た

が

わ

か

る

望 ま し い 経 験

ア、食前の手洗い、食後の歯みがき

　　をする

イ、よい姿勢で食事する

ウ、 よくかんで食べる

エ、食べ物の好き嫌い をしない

オ、食事の準備、あと片づけは清潔

　　にする

カ、食事の前後は静かに休む

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

※ ・間食の前には消毒液で手を洗う

※ ・間食後の歯のみがき方 を知る

※ ・食事中に立ったり歩いた りせず、椅子に腰

　　かけて食べる

　 ・間食後、食器や牛乳びんを決められたとこ

　　ろへ自分で片づける

※ ・間食後は話を聞いた り、絵本、紙しばいを

　　見たりして静かに休む

※○間食、食事の前には必らず清毒液で手をき

　　れいに洗う

※○食後、歯を忘れずにみがく

　○食事中は静かにする

※○食べ物をよくかんで食べる

※○嫌いなものでもなるべく食べようとする

※ ・こぼさないように注意し、よい姿勢で食事

　　をする

※ ・食事のあと使ったお盆はきれいに拭く

※○間食、食事の後は、話を聞いたり、絵本、

　　紙しばいを見たりして静かに休む

※○すすんで食前の手洗い、食後の歯みがきを

　　する

※○よい姿勢で食事する

※○嫌いなものでも残さないで食べるようにす

　　 る

※○食事のあと使ったお盆 はきれいに拭き、こ

　　ぼれたものはすすんで拾う

※O間 食、食事のあとは、自分から静かに休む

　　 ようにする

2 学 期
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や　　　　

来 ・嫌いなものでもなるべ く食べよ うとする

　 ・食事の準備の しかた を知 る

来 ・食事のあ と片づけはできるだけ 自分です る

*・ よい姿勢で食事をする

3 学 期

・よくかんで残 さないように食べる

・一定時間内に食べ終るように努力する



「

5

1

健

康

に

関

心

を

も

つ

望 ま し い 経 験

ア、暑 さ寒 さの服装の調節 をする

イ、運動や仕事のしやすい服装をす

　　る

ウ、運動の あとは休息す る

エ、汗な どで衣服がぬれた ときは、

　 す ぐ着が える

オ、病気やけがの治療 をいやがらな

　　いで受ける

カ、健康診断や予防注射をいやがら

　　ないで受ける

キ、伝染病、その他の疾病の予防に

　　関心をもっ

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

※ ・仕事をするときは仕事着を着る

※ ・汗などで衣服がぬれたときは先生に告げて

　　着がえさせてもらう

※ 。けがをした り痛い ところがあ ったら先生に

　　告げて治療を受ける

※6健 康診断や予防接種、身体測定をいやがら

　　ずに受ける

　 ・うがいの しかたを知る

　 ・晴天に戸外遊びをするときは、帽子をかぶ

　　る

　 。生水 を飲みすぎた り、冷たいもの を食べす

　　 ぎた りしない

※ ・汗が出たら自分でふく

※○汗などで衣服がぬれたときは先生に告げて

　　着がえさせてもらう

※○けがをした り痛いところがあ つたら先生に

　　告げて治療を受ける

　○健康診断や予防接種をいやがらずに受ける

※ ・自分の身長、体重に関心をもっ

※○うがいを忘れずにする

※○疲れた ら休息する

※○自分で衣服を調節する

※○けがをした り痛い ところがあったら、すす

　　 んで治療を受ける

※○身長、体重の変化に関心をもつ

※○すすんでうがいをする

※○運動のあとはすすんで休息する

※○健康診断や予防接種に関心をもち、予防接

　　種によ つて伝染病が予防できることに気づ

　　く

2 学 期

※○うがいを忘れずにす る

　 ・運動 のあとは、いや がらないで休 息をする

来○暑 さ寒さによる衣服の調節に関心をもっ

　○運動 しやすい服装をする

※ ・からだのしくみに関心をもち、健康のため

　　に必要な生活について話 し合う

　○暑さ寒さによる衣服の調節に関心をもっ

来○流行性感冒などの予防に関心をもち、冬期

　　のうす着や うがいを積極的に実行する

3 学 期

・寒 くて もあま り厚着 をしないよ うにす る

・室内では帽子、 手袋、 オーバーな どをぬ ぐ

・雪や氷でぬれた衣服は先生に告げてす ぐに着

が える



i

=

!

い

ろ

い

ろ

な

運

動

を

す

る'

望 ま し い 経 験

ア、 自由に歩いた り走 った りとんだ

　　りする

イ、 リズ ミカルに歩いた り走った り

　　する

ウ、直線、 曲線、 じぐざぐに歩いた

　　 り走 った りす る

エ、平均 をとりながら歩いた り、 目

　　標に向って歩いたり走った りす

　　る

オ、十分 にか らだ を動か して、 リズ

　　 ミカルに体操す る

カ、方向転換や軸回転 をする

キ、両足 とび、片足 とび、 ギ ャロッ

　　 プ、 スキ ップ、ホ ップな どで と

　　ぶ

ク、前け り、 うしろけ りな どをする

ケ、遠 くへ とんだ り高く とんだりす

　　る

コ、 とびお りた りとびこえた りする

サ、遠 く、高 く、強 く投げる

シ、 目的に向って投げる

ス、ボ ールを落さないよ うに受ける

セ、強 くまたは弱 く押 した り引いた

　　りする

ソ、押 し合 つた り引 きあった りす る

タ、 自由な方法で這 った りころが っ

　　た りす る

チ、方向を定めて横転する

ツ、いろいろなころが り方をくふ う

　　する

鮪

3

才

4

才

5

才

1 学 期

・動物の模倣表現を しながら歩いた り走った

　り両足 とび をした りす る

・先生 といっ しょにボールのころが しっこ を

する

・箱車、綱な どを押 した り引いた りす る

・先生といっしょに這った り、 とんだり、 こ

ろがった りする

・水 の中 を這 ったり歩いた りする

　 ○いろいろな方法で歩いた り走 った りとん だ

　　 りす る

　 ・平均を とりながら歩 く(プ レイ ングウォー

　　 ル)

来 ・遠くへ とんだ り高 くとんだ りする

来 ・登 り綱をもって斜面をよ じのぼる

来 ・ジャングル ジムにのぼ った りお りた りす る

来 ・先 生や友だ ちといっしょにボールを投げた

　　 り、受けたりする

来 ○いろいろな方法で這 った り、ころがった り

　　 する

　 ○水 の中 を這 った り、歩いた り、ばた足をし

　　 た りする

　○ リズ ミカルに歩いた り走 った りす る

来 ・一定の直線、 曲線の 上 を リズ ミカルに動 く

　○片足 とび、スキ ップ、 ホ ップな どで とぶ

　○機敏に方向転換 をする

　○遠 くへ とんだ り高 くとんだ りす る

　 ・目的 に向って投げ る(遠 く、 高 く)

　 ○水にも ぐった り、泳いだ りす る

2 学 期

・目標に向って歩 いた り走 った りする

・元気に力いっぱい走る

・両足 とび、 ギャロップなどを して遊ぶ

・園庭の小山をのぼ る

・いろいろな方法で這った り、とんだ り、ころ

が った りす る

・円周上 を歩いた り、走 った りする

・前け りをす る

・方 向転換や回転 をす る

・リズ ミカルに体操す る

・輪 く ぐり、 トンネル くぐりなどをす る

・方向を定めて横転 しよ うとす る

・ボールを方向を定 めて投げた りころが した り

す る

・トラックの走 り方 を考えて全速 力で走る

○ くびや体の屈伸、手足の運 動な ど、十分から

　 だを動か して リズ ミカルに体操 をす る

・棒 ・輪な どを扱 っていろいろな身体運動 を楽

　 しむ

・野 球、サ ッカー、 ドッヂ ボール、 ま とあての

　 団体競技 をす る

・みんな と調子を合わせ て力いっぱい綱引きを

　する

・いろいろなころが り方をくふうする

3 学 期

・友だち とボールのころが しっこやけ りっこを

する

。プ レイ ングウ ォールな どの上を歩 いた り、と

びお りた りす る

・押 しず もうをして元気に遊ぶ

・陣取 り遊 びを しなが ら渦 巻き線上 を走 る

・リズ ミカルにスキ ップや片足 とびをす る

○ボールをついた り、受 けた りす る

・ボールを高く放 りあげて受ける

・集団マ ラソンに興味をもち リズ ミカルに走る

Oい ろいろな動きを組み合わせて総合的に運動

　する

○運動のために必要なからだの動かし方をくふ

　 うする

・耐寒マラソンの呼吸のしかたや リズミカルな

　走法、休息のとり方に気づく



1

扇

1

集

団

遊

び

を

す

る

望 ま し い 経 験

ア、か けっこ、 とびっこ、投げ っζ

　 な らび っこなどを して遊ぶ

イ、鬼遊 びな どで集団的な遊び をす

　　る

ウ、 ボール、綱、箱車な どを使 って

　　遊ぶ

エ、だれ とで も仲 よ くきまりを守 っ

　　て遊ぶ

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

・先生 といっしょにかけ っこ、 とびっこ、な ら

　びっこな どを して遊ぶ

・先生や友だち といっ しょに簡単な ゲームやわ

　らべ歌遊びをする

・先生や友 だち といっしょにボール遊びをする

・一定の 目標に向って友だち とい っしょにかけ

　 っこや とびっこをする

・先生や友だちといっしょにわらべ歌遊びや ゲ

　ー ムを楽 しむ

・友だち といっしょに ボールけ りやま とあて遊

　び をす る

〇三輪車や箱車 ・スケーターなどで遊ぶ

○ゆず り合 って遊具を使 った り、 ゲームの きま

　 りを守って遊 んだりする

・ルール を作って、 リレーや幅 とび、な らびっ

　 こをする

○鬼 ごっこや陣取 りなどを楽 しむ

Oボ ールの まとあてごっこや競技 をする

・二輪車、 スケーターにのって遊ぶ

○遊具の順番や使い方のルールをきめて遊ぶ

2 学 期

・お父さんといっしょに簡単な競技をす る

　　　　　　　　　 (く だもの とりなど)

・先生 といっし ょに簡単な鬼遊 びをする

・箱車、三輪車な どはかわ りあって使 う

・箱車、三輪車、 なわ とびな どを使 って乗物

　ごっこをする

※ ・約束 を守 りながら友だち とい っしょに かけ

　　 っこ、鬼遊び、陣と りなどをす る

来○ボール、綱、箱車な どを使 ってごっこや ゲ

　　 ームをする

来○友だち とルール をきめて力いっぱい競技 を

　　する

来 ・陣取 り、　 じゃんけん汽車な どのルールを

　　守 りながらだれ とでも仲よく遊ぶ

来 ・友だ ちとい っし ょに長なわ とびをする

来 ・なわを使 っていろいろな とび方をする

　 ・マ ット、 とび箱、巧技 台を使 っていろいろ

　　 な運動をする

3 学 期

・友だち とルールをきめていろいろな集団遊び

　をする



1

乙

1

遊

具

の

使

い

方

を

知

る

望 ま し い 経 験

ア、すべ り台、 ぶ らんこな どを使 っ

　　 て元気 に遊ぶ

イ、すべ り台は、滑走面を友だちが

　　すべっているときは逆のぼ りを

　　 しない

ウ、ぶ らんこはつな をしっか りにぎ

　　 る

エ、ゆれ ているぶ らん この前を通 ら

　　ない

オ、鉄棒、 ジャングル ジム、 うんて

　　いな どは、鉄棒のにぎり方に気

　　 をつける

カ、竹棒、登 り綱 でお りる ときは急

　　速度 でお りない

キ、友だちが遊具を使 っている とき

　　 は、近寄った り押 した りしない

ク、遊具や運動器具は順番 を守って

　　使 う

ケ、マ ット、 とび箱、巧技 台な どの

　　使い方を知 り、元気 に遊 ぶ

コ、 とび箱、 巧技台はきちん と固定

　　 して使 う

サ、運動器具 の使い方を くふ うし、

　　安全に使 う

シ、協力 して運動器具の準備や片づ

　　け をする

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・すべ り台、ぶ らんこな どの遊具 を使 って元

　　気 に遊ぶ

※ ・ぶらんこはつなをしっか りにぎる

※ ・ゆれてい るぶ らんこの前を通 らない

※ ・友だちが遊具 を使っている ときは近寄 った.

　 　 り押 した りしない

※○すべ り台、ぶ らんこな どを使 って元気に遊

　　ぶ

※○すべ り台は滑 走面を友だ ちがナベっている

　　 ときは逆のぼ りしない

来○ ジャンピング ・マ ットな どの特色をいか し

　　 て使 う

※ ・鉄棒、 ジャングル ジムな どは落ちない よう

　　 しっか り鉄棒をにぎる

※○友だちが遊具を使 っている ときは、 近寄 っ

　　た り押 した りしない

※○遊具 や運動器具 は順番 を守 って使 う

　 ・低鉄棒 を使っていろいろな運動をす る

　 ・うんていは鉄棒 をしっかりにぎり、渡 り歩い

　 た り、ぶらさがった りして遊ぶ

　 ・竹棒、登 り綱でお りる ときは急速度 でお り

　　ない

　 ・巧技台な どの使い方 をくふうし、安全 に使

　　 う

※○協力 して運動器具 の準備や片づけをす る

2 学 期

※ ・すべ り台の滑走 面を友だちがすべっている

　　 ときは逆のぼ りしない

※ ・ジ・ヤングル ジムは両手で鉄棒 をしっか りに

　　 ぎってのぼ りお りをす る

※ ・マ ットを使 って元気に遊ぶ

※ ・遊具や運動器具 は順番を守 って使 う

来 ・プレイ ングウォール、 ロ ッククライ ミング

　　 な どを使 う

※ ・とび箱、巧技 台な どの使 い方を知 り、元気

　　に 遊ぶ

来 ・マット、 とび箱、巧技台などの組み合わせ

　　方をくふうして、安全に使う

*○ 運動遊具や用具 を使いこなして運動を楽し

　　む

3 学 期

○ジャンピングや巧技台の使い方を知る

○運動器具の使い方に慣れ、安全に使う

・先生といっしょに運動器具の準備や片づけを

　する



!

寒

1

安

全

に

気

を

つ

け

る

望 ま し い 経 験

ア、 けがを しないよ うに気をっける

イ、危険 な場所に近寄 らないように

　　気 をつける

ウ、 こわれたおもちゃや遊具な ど危

　　険なもので遊ばないよ うに気 を

　　 つける

エ、危い場所で友だち を押 した り
、

　　ぶっかった りしてけがを させな

　　い ように気 をつける

オ、信号、標識、標示に注意 し、き

　　ま りを守って通行する

カ、右側 を歩く

キ、道路を歩 く ときふ ざけた り急に

　　 走ったりしない

ク、道路 を横断す る ときは、左右 を

　　よく見て、手 をあげて渡 る

ケ、車のかげか らとび出さない

コ、 乗物の乗 り降 りは順番 を守る

サ、 車内や ホームでふ ざけた り走 り

　　まわった りしない

シ、車 の窓か ら手、顔 を出 さない

ス、道路で遊ばない

セ、避難 をする ときは先生の さしず

　　に従って機敏に行動する

ソ、避難時の約束 を守る

タ、避 難練 習の意味を知って行動す

　　る

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

※ ・動いている遊具のそばを通 らない

※ ・こわれた用具やその他危いものを見つけた

　　 ときは先生に知らせる

※ ・道路を歩くときは付添人といっしょに手を

　　っないで右側を歩く

※ ・道路を横断するときは左右をよく見て渡る

※ ・横断歩道や信号のきまりを守る

　 ・交通安全指導員の合図に従って行動できる

来 ・火事や地震などで避難するときのしかたや

　　合図を知る

※○道路へ急にとび出さない

※○道路を歩くときは付添人といっしょに手を

　　っないで歩き、交通のきまりを守って通行

　　する

※○車の通る道で遊ばない

　○交通指導員のさしずに従って行動する

来○危いといわれたことはしないように気をっ

　　ける

※○乗物の乗 り降 りは順番を守 り、ホームや車

　　中でふ ざけたり走りまわった りしない

来 ・友だちの家へ行 くときは許 しを得る

※○避難 をするときは、先生のさしずに従って

　　機敏に行動する

※○信号、標識、標示に注意し、きまりを守っ

　　て歩く

※○乗物の乗り降 りや車内での約束を守る

来 ・二輪車で道路を横断するときは降 りて渡る

※○車の通る道で遊んだり、車のかげからとび

　　出したりしない

※○避難をするときは、きめられた約束を守っ

　　て機敏に行動する
来 ・工事中の場所へ近付かない

来 ・空地、草原、小川などは危険がないか気を

　　つける

来○友だちの家を訪問するときは、家の人に告

　　げていく

2 学 期

来 ・危い といわ れた ところには近付か ない

来 ・乗物の乗 り降 りの順番を守 る

来 ・道路へ急 にとび出 した りしない

・来 ・車の通 る道で遊ばない

来 ・知らない人について行 かない

来 ・遠足な どの時は先生 の眼のとどくところで

　　遊ぶ

※ ・自分で もけが をしない ように気 をっける

　 ・公園や遊園地の こわ れた遊具は使わないよ

　　うにす る

　 ・珍 らしい物 をみっけた ときな どは安全を確

　　かめて使 うようにする

※○ 自分でもけが をしないよ うにする とともに

　　 人にもけが をさせ ないように気をつける

来 ・虫 とりな どで遠 くへいくときは年長の人に

　　付 添っても らう

来 ・無理 な冒険は しない ように気をつける

3 学 期

・道 を歩 くときにポ ヶットに手 を入れた まま歩

かないo

・うす泳 のはった上にのぼ らない

・た こをあげ るときな どは前方に注意 して走る



1

寓

!

2、 社　 会
○印　以前の経験を再認させる

来印　年間を通 して経験させる

自

分

で

で

き

る

こ

と

は

自

分

で

す

る

望 ま し い 経 験

ア、 自分の身のまわ りの しまっを自

　　分 です る

イ、遊びの準備や片づけを自分です

　　る

ウ、 自分の した いことを自分で選ぶ

エ、遊びや仕事 を熱心に し、最後 ま

　　 でや りとおす

オ、失敗 してもや りなお し、 くふ う

　　 して完成する

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

・自分の持物の置 き場所 を知 り、　 できるだ

け 自分で しまつす る

来 兜自分の使った遊具や用具はできるだけ自分

　　で片づけようとする

　○自分の持物の置 き場所を知 り、自分で片づ

　　 ける

　○衣服の着脱は自分でする

来○自分の使う遊具や用具な自分で準備した り

　　片づけたりする

来○自分の したいことを自分で選ぶ

来 ○遊びや仕事を熱bに し、最後までやりとお

　　す

来○失敗してもや りなおし、努力してやりとお

　　す

来○自分でできることは、すすんで自分です る

来○遊びや仕事の準備や片づけを自分でする

来○自分のしたいことを自分で計画し、熱心に

　　やりとおす

来○失敗に くじけずに、完成するまで努力して

　　や りぬく

2　 　学 期

来 ・衣服の着脱はで きるだ け自分です る

来 ・自分の遊がたい遊具な どを自分で準備 した

　　 り片 づけた りする

来 ・自分の したいことを,はっきり言 う

来 ・遊びや 仕事 を熱心にす る

3 学 期

・失敗 しても努 力 してや りとお そうとす る



1

ε

1

明

る

く

の

び

の

び

と

行

動

す

る

望 ま し い 経 験

ア、快活に元気に行動する

イ、 自分の思うことを気軽に言 う

ウ、失敗 したことでも正直に言 う

エ、父母や先生に言われたことをす

　　なおに聞 く

オ、必要な ときにがまんす ることが

　　できる

カ、人に迷惑をかけないように気 を

　　つける

キ、人に迷惑をかけた ときはすなお

　　にあやまる

ク、 人のあや まちをゆるすことがで

　　きる

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・明る く元気に遊ぶ

来 ・自分の思 うこ とを気軽に言 う

来 ・父母や先生に言われた ことをす なおに聞 く

来 ・友 だちのいや がる ことをしないよ うに気 を

　　 つける

来O明 る く元気に行動す る

来○ 自分の思っていることを気軽に言 う

来 ・失敗 したこ とでも正直に言 う

来 ○父母や先生にいわれたことをすなおに聞 く

・来○必要な ときにがまんする ことができる

・来○人に迷惑になることをしないよ うに気 をっ

　　 け、 迷惑 をか けたときはすなおにあやまる

来○人のあやまちをゆるす こ とがで きる

来○ どんなときでも快活に行動 しようとする

来○失敗 したζとをすすんで正直に言う

来○父母、先生や友だちに注意されたことをす

　　なおに聞 く

来○必要なとき忙はがまん したり、自分の主張

　　をはっきりのべたりする

来○人に迷惑をかけないように気をつけ、迷惑

　　 をかけたらすなおにあやまる

来○人のあやまちをゆるすことができる

2 学 期

来 ・必要 なときにがまん しよ うとす る

来 ・人に迷惑 をかけたときはすなおにあや まる

来 ・人の あや まちをゆるそ うとする

3 学 期



1

き

1

物

を

た

い

せ

つ

に

す

る

望 ま し い 経 験

ア、 自分の物 をたいせつに し、失 く

　　さないよ うに気 をつける

イ、他の人 の物を使 うときは、ゆ る

　　 しを得 る

ウ、物 を使 うときはこわ さないよ う

　 に気 をつける

エ、物 をこわ したり、 失く した りし

　　た ときは先生に告 げ る

オ、材料のむだつかいをしないよう

　　に気 をつける

カ、用具、遊具はきまった場所へ片

　　づ ける

キ、公共の場所や用具 をよご した り

　　こわ した りしないように気をっ

　　ける

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・自分の物 をたいせつにする

来 ・自分の物 と友だちの物 の区別 を知 る

来 ・遊具、用具はきま った場所へ片づける

来 ・遊具はこわ さないよ うに気 をっける

来○自分の 物 や 、共同の物をたいせつに使う

来○共同の用具 ・遊具はきまった場所へ片づけ

　　 る

来○物をなくさないように気をつけ、なぐした

　　 ときは、先生に告げてさがす

来○他 の人の物を使うときは、ゆるしを得てた

　　 いせつに使う

来○用具、遊具はよごしたり、こわしたりしな

　　 いように気をっける

来○材料のむだつかいをしない

来○物 をな くした りしない ように気 をつけ、 な

　　 くした ときは、すすんでさがす

来 ○幼稚園の遊具、 用具はたいせつに使い、 こ

　　 われた り、 よごれた りした ときは、先生に

　　 告げ、 自分で も、 きれいに しよ うとす る

来○材料は使 える物 と使 えない物 を区別 し、

　　 いか して使 う

来○公共の場所や用具 をよごした り、こわ した

　　 りしない

2 学 期

来 ・自分の物 をな くさないよ うに気 をつけ、な

　　 くした ときは先生に告げる

来 ・折 り紙、画紙、セ ロテープな どの材料のむ

　　だ使 いをしない

来 ・用具や遊具は、よご したり、こわ した りしな

　　いように気 をつける

来 ・遊具な どがこわれていた ら、その まま使わ

　　ず先生 に告げる

来 ・友 だちの物 を使 うときはゆる しを得 よ うと

　　する

来 ・公共の場所や遊具な どをよご した り、 こわ

　　 した りしないように気 をつけ る

来○友だちに借りた物は必ず返す

来○共同の用具、遊具がきまった場所に片づい

　　ているかを確かめる

3 学 期



1

曽

「

き

ま

り

を

守

る

望 ま　しい 経 験

ア、幼稚園できめられた時刻を守っ

　　て行動する

イ、遊びや仕事に必要なきまりを守

　　る

ウ、身のまわ りをきちん と整 える

エ、食事、用便、登降園などの日常

　　生活のきま りを守る

オ、先生 との約束 を守る

カ、友 だちときめた約束を守る

キ、 当番の仕 事を受け もち、そのき

　　まりを守る

ク、 よい と思 うことはすすんで行い、

　　悪い といわれた ことは しないよ

　　 うに気 をつける

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・幼稚園での合図 の音楽 を知 り、従お うとす

　　 る

来 ・用便、手洗い、食事な どのきま りを守る

来 。紙 くずは くずかごに捨てる

来 ・遊びに必要 なきま りを守ろ うとする

来 ・先生に悪い といわれた ことは しないように

　　気 をつける

来 ・交通に必要 なきま りを守 って歩 く

来○幼稚園できめられた合図を守って行動する

来○服装をきちんと整允て登降園する

来○日常生活、集団行動に必要なきまりを守る

来 ・当番の仕事を知 り、すすんで仕事をする

来○交通のきまりを守って行動する

来○よいといわれたことはすすんで行い、悪い

　　 といわれたことはしないように気 をつける

来○日常生活や集団行動に必要なきまりを乱さ

　　ないようにすすんで守る

来○先生や友だちときめた当番の しごとのきま

　　 りを守る

来○友だちときめた遊びのルールを守って行勤

　　する

来○よい悪いの区別を考えて積極的に行動する

来○交通に必要なきまりを守って行動する

2 学 期

来 ・集団行動に必要なきまりを守ろうとする

来 ・先生と約束したことを守る

・来 ・友だち と遊 びのル ール をきめて遊ぶ

来 ・自分の持物や、保 育室の用具 ・遊具 をすす

　　 んで整頓する

来○いろいろな場面で必要なきまりを守る

来○服装や、身のまわりの用具などをきちんと

　　整える

3 学 期

・降園するときには服装をきちんと整える

・自分の用具棚などを整頓する

・よい悪いの区別 を考 えて行動 しようとす る

・必要 なときに、 つつ しみ のある態度 をとろう

　とす る

　 (生 活発表会、修了式、訪問な ど)



1

認

冨

友

だ

ち

と

仲

よ

く

す

る

望 ま し い 経 験

ア、喜んで登園し、先生や友だちに

　　親しむ

イ、友だ ちと仲 よく遊ぶ

ウ、順番を守 った り、ゆず り合 った

　　りす る

エ、 グル ープを作 って遊びや仕事 を

　　する

オ、役割を決めて遊びや仕事をする

カ、自分の役割の責任を果す

キ、手伝 ってもらった り、親切に し

　　てもらった ら礼を言 う

ク、友だちの困 っている時は思いや

　　る

ヶ、友だちの成功を共に喜ぶ

コ、友だちの喜びをいっしょに喜ぶ

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

・来 ・附添いから離れて元気 に登園す る

来 ・先生や友だちに親 しみ、 いっ しょに遊ぶ

来 ・先生や用 務員のお じさん、おば さんに手伝

　　 ってもらった ら礼 を言 う

来 ・年長組の友だちに親切に してもらった ら礼

　　 を言 う

来 ・友だちがほめ られた らいっ しょに喜ぶ

来 ・先生や友だ ちの誕生 日を祝 う

来○喜んで登園し、友だちと仲よく遊ぶ

来○順番をきめたり、ゆずり合 ったりして用具

　　や遊具を使 う

来 ・当番の役割りを知 り、その仕事をや りとげ

　　る

来○先生やその他の人たちに世話になったら礼

　　 を言 う

来○友だちが困っているのを見っけたら手伝お

　　うとする

来○先生や友だちの誕生日を祝う

来○年長組になった自覚をもち、幼稚園生活を

　　楽しむ

来○ グループで協力して遊びや仕事の計画をし

　　たり活動したりする

来○当番の仕事の責任を果す

来○友だちの仕事をすすんで手伝 う

来○友だちやその他の人に手伝ってもらったら

　　礼を言 う

　 ・年少児の入園を祝い、すすんで世話 をする

2 学 期

来 ・友 だちとい っしょに遊具を使 った り、順番

　　 に使 った り、 ゆず った りす る

来 ・友だ ちが困っているのを見つ けたら先生に

　　告 げる

来 ・友 だちが喜ぶことをいっしょに喜ぼ うとす

　　 る

来 ・友だち とグループを作 って遊ぶ

来 ・遊びや仕事 の役割 を受 けもってその責任 を

　　果そ うとする

来 ・友だ ちと協 力 して遊びや仕事 をする

来 ・友だちといっしょに成功 を喜びあう

来 ・グループの中でリーダーや従 う人になって

　　その分担を守る

来 ・グループ同志で遊びや仕事の分担をきめて

　　協力 して遊びや仕事 をする

来 ・友だちときめた役割や分担 した仕事の責任

　　 を果す

来○グループの協力の成果を友だちといっしょ

　　に喜び合う

来○友だちの失敗などを思いや り手助けをする

3 学 期

・役 をきめてごっこや劇に参加す る

・自分の受け もった役 を喜 んです る

・病 気欠席の友だちのことを先生 とい っしょに

話 し合 う

・友だちといっ しょに遊びや仕事の しかたや役

割の相談 をする

・他の組の友だ ちともい っしょにグループをつ

くり、計画 した り、分担 した りして遊びや仕

事をする

・友だち と互に認 め合 って協力 し合 うことの喜

び を味わ う



1

器

「

身

近

な

社

会

の

人

々

や

仕

事

●

し

く

み

に

関

心

を

も

つ

望 ま しい 経 験

ア、家族の役割や仕事に関心をもっ

イ、幼稚園で世話になる人々の仕事

　　に関心をもつ

ウ、近隣の店に働 く人々の仕事に関

　　心をもつ

エ、交通機関の しくみや役割に関心

　　をもつ

オ、遊園地、動物園などの仕事や働

　　 く人々に関心をもつ

カ、病院、保健所、消防署など、健

　　康安全のための施設に関心をも

　　 つ

キ、 郵便、電信、 電話、新聞などの

　　伝達機関に関心 をもっ

ク、 農場、牧場な どの仕事に関心 を

　　 もつ

ケ、 もの を作 る工場 の仕翻こ関bを

　　 もつ

コ、いろいろな人が助 け合 って働 い

　　 ていることに気づ く

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・お母 さんが送 り迎 えして くれ るこ とを喜び

　　感謝の気持 をもつ

　 ・担任の先生が世話を してくれることに気づ

　　 く

　 ・おやっの準備や掃除 などを してくれ る人の

　　 いる ことに気づ く

　 ・病気 の ときは病 院などで診てもらうことに

　　気づく

・父の 日、母の 日に父母の仕事について話 し

合う

・交通指導員の話 を聞き、警察の仕事に関心

　をもっ

・の りものごっこを通 して、交通安全 や、交

通機 関の仕事に関心 をもつ

・田や畠、牧場 などの仕事 に関心をもつ

・先生や用務員のお じさんやおば さんの仕事

を喜んで手伝 う

・先生の仕事や幼稚園の飼育 ・栽培の仕事 を

知 り、 すすんで手伝 う

・動物園や遊園地の しくみや役割に気づ き、

働 く人々に親 しむ

・陸、海、空な どの交通機関や その役割に関

心 をもっ

・工場ではいろいろの もの を作 っていること

に興味 をもっ

・病院や診療所の役割に気づ く

2 学 期

・園長先生や他の組の先生に親 しむ

・幼稚園 ごっこやお うちご っこで身近な人の仕

事 をまねる

・の りものごっこを通 して、乗物や駅 で働 く人

の仕 事をまねる

・おじいさんやおばあさんに親 しむ

・先生の 仕事を喜んで手伝お うとする

・運動会、子 ども会な どの行事で先生やお母さ

んたちが自分 たちのために世話 をして くれる

こ とに気づ く

・店や ごっこを通 して店 の しくみや仕事に関心

　をもっ

・公 園や遊園地にはいろいろな設備のあること

に気づ く

・米や野 菜、果物 な どを作 っている人のいるこ

　とに気づ く

・農場、牧場、果樹園で働 く人や、 その仕事に

関心 をもっ

・自分た ちの食 物が どのよ うに して作 られ、 ど

んなに多 くの人の世話になって いるかに関心

　をもつ

・図書館、博物館、寺院な どの文化施設に関心

　をもつ

・いろいろな役割を分担 して人々が働いている

こ とに気づく

3 学 期

・お父 さん、 お母 さんやその他 の うちの人たち

の仕事に気づ く

・売 りやごっこを通 して身近 な店に働 く人 に関

心 をもつ

・家の人々がいろいろな仕事 を分担 しているこ

とに気づき、手伝お うとす る

・消防署の仕事やそこに働 く人々に関心 をもつ

・郵便や新 聞を配達 して くれる人 々の仕事に関

心をもっ

・家庭や家族、家具な どの役 割に関心をもち、

自分の役割 に気づ く

・郵便、電信、電 話な どの通信機関の しくみや
、

その仕事に関心 をもつ

・幼稚園や学 校の役割に関心 をもっ

・自分 の成長 を喜んでくれる人た ちに感謝の気

持 をもつ



1

蛍

1
〆

身

近

な

で

き

ご

と

に

関

心

を

も

つ

望 ま し い 経 験

ア、幼稚 園や友 だちの家のできご と

　　について話 し合 う

イ、 自分た ちに関係のあるニュースや

　　で きご とに関心をもっ

ウ、入園式、始業式な どに参加する

エ、運動会、遠足などの行事に喜ん

　　で参加する

オ、地方行事、社会行事に関心 をも

　　つ

カ、祝日や運動会に掲げられる日本

　　の国旗に親しむ

キ、いろいろな国や国旗に気づ く

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

　 ・入園式や終業式に参加する

来 ・誕生会や子ども会に喜んで参加する

　 ・喜んで遠足や潮干狩に行く

来 ・自分の家や友だちの家のできごとについて

　　話した り聞いたりする

　 ・子どもの日、父の日、母の日の行事に参加

　　する

来○身近なできごとを報告 したり、友だちの報

　　告を聞いたりする

来○自分たちに関係のあるニューズこづいて 話

　　し合う

来○国の祝日(天 皇誕生 日、子どもの日など)

　　の話を聞く

来○遠足や潮干狩 りなどの行事に参加する

　 ・日の丸は日本の国旗であることに気づく

来○近隣のできごとやニュースの中で自分たち

　　に関係のあることについて考える

来○国の祝日の意味について話を聞く

来○幼稚園の行事にすすんで参加する

　 ・園内キャンプの計画に参加し、すすんで活

　　動する

2 学 期

・近所のお まつ りや売 り出 しに気づ く

・ニュースの中から自分たちに関係のあるで

きごとの話 を聞 く

・敬老 の 日にお じい さん、 おばあ さん を招待

　して遊 ぶ

・運動会、遠足、 クリスマス子 ども会な どに

参加する

・運 動会の万国旗 を見 る

・運動会 を楽 しく過す こ とについて考 え、す

す んで参加する

・敬老の 日に喜んで祖父母 を招待 する

・ク リスマス子 ども会な どで楽 しく過す

・運動会で万国旗 を見 る

来 ・地方行事、社会行事について話を聞く

　○運動会や展覧会などについてみんなと相談

　　 して活動する

　 ・運動会の万国旗を見て、それぞれの国につ

　　いて知っていることを話し合う

3 学 期

。山やきや節分など自分の町のできごとについ

て話す

・始業式、終業式に参加する

・生活発表会やお別れ会で自分たちの演技を見

てもらう

・祝 日に掲げられる国旗を見る

・生活発表会、お別れ会などの計画に喜んで参

　加 し、すすんで活動する

○祝日に掲げられる国旗に親 しむ

・生活発表会の計画や演技の練習を積極的に し

て楽 しく活動する

・お別れ会、修了式に参加して、自分の成長を

喜び、感謝の気持をもっ



重

誠

置

5、 自　 然 紳
○印

(

年間を通して経験させる

以前の経験を再認させる

)内は教材の一例を示す

植

物

に

親

し

む

望 ま し い 経 験

ア、いろいろな植物 を見る

イ、花壇や菜園の世話をする

ウ、身近な植物の生長に関心をもっ

エ、植物の種類や色、形などを注意

　　して見る

オ、いろ いろな植物の特徴に気づき

　　比べた り考 えた りす る

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・花壇や鉢植えの花を喜 んで見る

　 ・草花つみ を楽 しむ

　 ・先生 といっしょにアサガオの種 まき、移楓

　　 水や りをする

　 ・先生 といっしょにサ ツマイモの苗を植 える

　 ・発芽やつ るに気づ く(ア サガオ)

来 ○花壇や鉢植の花 を見た り水 をや った りする

　 ・鉢植の チュー リップの開花 を喜び、球根 を

　　 ほ りあげる

　○先生 といっしょにアサガオの種まき、 移植、

　　水や りをする

　 ・発芽やつるののびる様子を見る(ア サガオ)

　 ・草花をつんで遊ぶ

　　 (シ ロツメグサ、タンポポ、 レンゲなど)

　 ・サツマイ モの苗 を植 える

来 ○花壇 や鉢植の花の水や り、草取 り、施肥を

　　する

　 ・木に咲 く花を見 る(サ クラ、ツツジ、バラ)
・チ ュー リップ、 クロ ッカスの開花を喜び、

施肥や球根ほ りをする

・花屋 でいろいろな花 を見る

・草花の種 類や色、形な どに関心 をもち、 比

較する

・アサガオの栽培 をしながら継続的に観 察 し

　ようとす る

・イチゴや ジ ャガイモの収穫 を喜 び友だち と

　いっ しょに楽 しく食べる
・田 ・畑の様子 を見 る(稲 、 エ ン ドウマメ、

　 トマ トな ど)
。サ ツマイモ苗、 トウモロコシ、エ ダマメを

植 える

2 学 期

・先生 とい っしょに自分の鉢にチュー リップの

球根 を植 える

・木の葉や木の実 を喜んで拾 う

　 (サ クラ、モミジ、イチ ョウ、 ドングリ)

・先生といっ しょに ハツカダイ コンの種 をまき、

水 をやる

・野菜の収穫 を喜ぶ

　 (ハ ツカダイコン、サツマイモ)

・ハ ッカダイ コンの種まき
、 水や り、虫取 りな

　どをする

・野菜の収穫 を喜び、その形、色、大き さに興

味 をもつ(ハ ツカダイコン、サツマイモ)

・種 とりや、木の葉、木 の実ひろいを楽 しむ

　(ア サガナ、オシロイバナ、 フウセンカズラ、サク

　　ラ、モミジ、イチ ョウ、 ドングリ、マッカサなど)

・果物や ごっこなどで秋の果物に関心 をもつ

　(リ ソ或 ナシ、ブドウ、カキ、 ミカン)
・チ ュー リップの球根 を植 え

、水や りをする
・イチ ゴや タマネギの苗を植 え、水や りをする

・稲取 りや、木の葉、木の実ひろいを楽 しみ、

その形、大きさ、色に興味 をもっ

　 (アサガオ、ヒマワリ、マツバボタン、サクラ、

　 イチ ョウ、モ ミジ、ドングリ、四ツカサ)

・園庭の木の実 を集める

　(ナ ツメ、ウメモドキ、バラなど)

・稲刈 りをみる

・青菜を栽培 して小鳥の餌にする

・サッマイモのつるや根の様子に興味 をもっ

・野菜の収穫 を喜び、その形、大きさ、量 をく

　らべる(ト ウモロコシ、エダマメ、ハツカダイコ

　ン、サツマイモ)
・球辰を植 え、水や り

、施肥 をす る

　(チ ューリップ、クロ営カス、スイセン)
・秋の野菜や果物に親 しむ

・水栽培の発根、発芽 を注意 して見 る

　(ク ロッカス、ヒヤシンス)

3 学 期

・水栽培の開花 を喜ぶ

　(ク ロッカス、 ヒヤシ ンス)

・水栽培 の生長に興味をもち、開花を喜 ぶ

　 (ク ロッカス、 ヒヤシンス)

・鉢植えのチ ュー リップ、 クロ ッカスに水 をや

　り、発芽 を楽 しんでまつ　　 '

・フ レームの中の花 を見 る

・ジ ャガイモの種 いもを植 え、水をやる

・水栽培の生長の変化に気づ き、開花を喜ぶ

・球根の発芽や、開花の様子に注意 しなが ら水

や り、施肥 をす る

　(チ ューリップ、クロッカス、スイセン)
・雪の 日の木や草の様子を見る

・花 の咲 く木を見 る

　 (サ ザ ンカ、 ツバキなど)

・先生 といっ しょに花壇 の土 よせ をする

・木の芽、草の芽 をみっける

　 (ネ コヤナギ コブシ、ツク藍 フキノ トウ)



1

器

1

動

物

に

親

し

み

関

心

を

も

つ

望 ま し い 経 験

ア、動物に親 しみ、 かわ いがる

イ、身近な動物の世話 を喜んでする

ウ、動物の種類、習性、生態などに

興味をもつ

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・飼育動物を喜んで見る

　 　 (ウ サギ、 モルモ ット、 カメ、、コ トリ、 イ

　 　 ヌ)

来 ・ウサギや カメに餌 をや ったり、いっし ょに

　 　 遊んだりする

　 ・キンギ ョや カタツム リに餌をやる

　 ・オタマジャクシ、 カエル、 ザ リガニを喜 ん

　 　 で見る

来○飼育動物 を喜んで見る

　　 (ウ サギ、 モルモ ッ ト、 カメ、 コ トリ、 イ

　　 ヌ)

来 ○ ウサギ、モルモ ット、 カメに餌 をやった り

　　 いっしょに遊 んだ りする

　 ・ウサ考、 カメな どの動きに興 味 をもつ

来 ・動物の親が子 を育て る様子 を見 る

　　 (ウ サギ、イヌ、モルモ ット)

　 ・オタマ ジャクシ、カエル、 ザ リガニを飼 育

　　する

来 ・当 番 は コ ト リ、 ハ ト、 コ イ の 餌 、 水 や り を

する

・先生 とい っしょにハ ト小屋の掃除 をする

・幼稚 園に とんで くる鳥に関心 をもったり、

愛鳥週間の話をきいた りす る

　(ス ズメ、 ッバメ、 ヒバ リ、 ビワ)

・小動物を飼育 してその変態や動 きに興味 を

　もつ(ア オムシ、オタマジャクシ、 カエ ル、

　ドジョウ、ザ リガニな ど)

来 ・飼 育動物の習性、生態に興味 をもつ

　　 (イ ヌ、 ウサギ、 カメ、 コ トリなど)

　 ・動物園にいる動物に興味 をもつ

来 ○動物の親が子 を育てる様子 を見 る

　　 (ウ猟 モルモット、イヌ、ジュウシマツ」ノ・ト)

2 学 期

・コオ ロギやバ ッタ取 りに行 く

・先生が虫の餌 をやるのをみた り鳴 き声 を聞い

た りする

・コオ ロギ、 バ ッタを飼育する

・虫の餌、鳴き声、動 きに関心 をもっ

・カメの冬越 しに興 味をもつ

・友だちといっ しょにハ ト小屋 の掃除 をす る

・コオ ロギ、 バ ッタを飼育 し、餌、動 き、 鳴き

声に関心 をもっ

・カ メの冬越 しの準備 を手伝 う

3 学 期

・みのむ しをみつける

・気温によ ってカメ、 コイなどの動く様子のち

が いをみる

・冬ご もりをす る動物 を知る

　(カ メ、 カエル、ヘ ビ)



暫

ミ

冨

自

然

に

親

し

み

関

心

を

も

つ

望 ま し い 経 験

ア、野原、林、田畑、 山川 な どで喜

　　んで遊ぶ

イ、 山川な どの自然の美 しさ、大き

　　 さな どに気づ く

ウ、1土、砂、石、木、草な どの自然

　 物 を使って喜んで遊ぶ

エ、晴、雨、 くもり、雪な ど気象の
　 　 ら

　　変化に関心をもつ

オ、太陽、月、星な どに関心 をもち

　　 お どろ きや 美 しさを感 じる

カ、 自然の事象に疑問をもち、 思っ

　　た こと、感 じた ことを話 した り

　　ため した りしょ うとする

キ、四季の変化による自分た ちの く.

　 　 らしの変化に気づ く

ク、四季の変化による植物の生長や

動物の生活の変化に気づく

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

　 ・野原で草花な どをつんで遊ぶ

来 。石や砂で遊 ぶ

　 ・花び らや草、砂な どでままご と遊 びをする

　 ・潮干狩 りにいって砂浜で遊ぶ

　 ・晴、 雨などの天候 に関心 をもつ

・野原や小川で草花をつんだ り、ザ リガニを

　　 とった りして遊 ぶ

来 ・花び ら、草、砂、水などで遊ぶ

　 ・晴、雨な どの天候に関心 をもつ

　 ・雲の動 く様子 を見る

　 ・潮干狩 りを楽 しみ、海の広さに気づ く

　 ・春や夏に咲 く花や果物 を知 る

・野原や小川で草花 をつんだ り、魚、虫など

を とったりする

・晴、曇、雨の 目を しらべた り、空、星、雲

などに興味 をもった りす る

・広い海浜で遊び、貝やかになどに興味をも

つ

・春 と夏の花や果物な どにっいて話 し合 う

・夏の服装や遊びに関心をもっ

2 学 期

・野原で草花をつんだり虫 を とった りする

・先生とい っ しょに公園や林で遊 び、紅葉を見

　る

・木の葉、木の実 を拾 って遊ぶ

・若草山に登 って広い景 色を見る

・寒くなると暖房 した り、オーバ ー、手袋 をつ

けることを知る

・野原 で草花をつんだ り、虫 をとつた りして選

ぶ

・森林公苑で遊んだ り、木の葉、木の実 を拾 っ

た りする

・若草山登 りを楽 しみ、街や山の景色を見る

・紅葉の美 しさに気づく

・冬の自分たちの生活の変化や動植物の冬 こ し

に気づ く

・野原で草花 をつんだ り
、虫をとった りして遊

ぶ

・野原や林で遊び、秋の美しさに気づ く

・木の葉、木の実 を使 って遊んだ り、製作 した

　りす る

・山登りを して 自然の美 しさ、 大きさに気づ く

・落葉樹や常緑樹のあ るこ とに気づ く

・台 風に関心 をもっ

・気温の変化による自分たちの生活ゐ変化に気

づく

・動植物の冬こ しの様子に関心 をもつ

3 学 期

・雪や氷で遊 ぶ

・風の強い 日に気づ く

・かげふみを して遊 ぶ

・チ ュー リップや しばふの芽を見る

・雪や氷 で遊ぶ

・日なた、 日かげのちがいに気づ く

。木の芽、花の芽 をさがす

・風の強い 日や暖い日ギ寒い 日に気づ く

・フレームで咲 く花 を注意 して見 る

・雪や氷、霜柱 で遊んだり、その特質に気づい

た りする

・花氷をつくった り、雪合 戦を した りする

・風の強い'日、弱い 日に気づ く

・暖い 日、寒い 日をくらべて気温の変化に関心

をもつ

・木 の芽、'花の芽 をみて春のおとつれ を感 じる



雪

器

1

望 ま し い 経 験

　　ア、車 ・紙ひこ うきな どのおもちゃ

　　　　 をくふ うして作 る

　　イ、作 ったおもちゃの藪か し方、とば

　　　　 し方 な どをくふ うして遊ぶ

　　 ウ、積木、 シーソー、 ブランコ、す

　　　　べ り台、 ジ ャングル ジムなどの

物 遊具の使 い方 を くふ うする

の　エ、ハサ ミ、 かなづち、 シャベルな

し　 　 ゼの用具 の扱い方 を知 りくふ う

く　 　　 して使 う

み　オ、身近な乗物や、お もちゃの動 き

や　　　や し'み に関心 をもつ

'カ
、磁狛あそび、比べ っこな どで物

性　　　の性質のちがいに関心 をもつ

質 キ、 レコー ドプ レーヤー、 テープ レ

に ・　 コー ダー、電池のおもちゃな ど

関　 　 　で電気 に関心を もつ

心　 ク、 日光写真、 影絵な どで光や熱に

を　　 　関心 をもっ

も　ケ、音 あて、音 くらべ な どで音に関

ち　　　心 をもつ

、　 コ
、 日常生活に使われている水道 の

正 栓、 ドアーのハ ン ドル、スイ ナ

し　 　　チな ど簡単な用具 の使い方 を知

く　　　 る

使　サ、身近な器械や用具 を正 しく扱 い

う　　　 けがの ないように注意する

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

　 ・ブランコ、スベ リ台、三輪 車な どの使い方

　　 を知る

来 ・積木を並べた り、つんだ りして遊ぶ

来 ・ハサ ミの持ち方や 使い方 を知 る

　 ・舟を作 って水に浮かべる

　 ・シャボ ン玉や水てっぽ うで遊 ぶ

　 ・普 あてごっこを楽 しむ

　　 (木 、石、 ガラスな ど)

　 ・水道の栓、消毒液器の使い方 を知 る

来 ○ ブラ ンコ、 スベ リ台、三輪 車などの使 い方

　　 に慣れ て楽 しく遊ぶ

来○積木 をいろいろに構成 して遊ぶ

　 ・シャボン玉の吹 き方、 とば し方をくふ うす

　　 る

　 ・舟の浮かべ方 をくふ うする

来 ○ハサ ミを安全に使 う

　 ○水道 の栓、消毒 液器 を正 しく扱 う

来 ・つ り輪、つ り縄 、のぼ り棒 の使い方を知 り

　　 くふ うして遊ぶ

　 ・自分で作 ったお もち ゃの動か し方を くふ う

　　する(車 、風車、舟)

　 ・実験遊び を喜び、 ため した り、比べた りす

　　 る(シ ャボ ン玉、物の浮き沈 み、磁石)

　 ・紙てっぽ う魁紙ひこうきなどのつ くり方、

　　遊び方 をくふ うする

　 ・マイクの使 い方 を知 り適当な音量で話す

　 ・製作用具 を安全 に使 う

　　 (ハ サ ミ、 目打 ち、かなづちな ど)

2 学 期

来 ・三輪車、箱車の操作に慣れる

　 ・乗物のお もち ゃを動か して遊ぶ

　 ・教室の引き戸、 ドアのあけ しめを知る

来 ・登 り綱、 ジャン グルジムの遊 び方 をくふ う

す る

・紙ひ こうきを作 ってとばす

・テープレコーダー、 プレヤーの扱いに関心

　をもつ

・虫 めがねで いろいろ なもの を見 る

・テ レビのスイ ッチの扱いに慣れ る

・遊園地の乗物に興味 をもっ

・セロテー プカ ッターや ホ ッチキスの使 い方

に慣れ安全 に使 う

来 ・こまの色のぬ り方、 まわ し方を考 える

　 ・おもち ゃの電池 のいれ かえなど、簡単な操

　　作 をしながら遊 ぶ

　 ・身近 な乗物の動 きや しくみに興味 をもつ

　 ・プレヤーのピ ックァ ップ、音量な どの操作

　　 をする

　 ・幻燈機の扱い を知 る

3 学 期

・先生 といっしょにこままわ しをした り、 たこ

あげ を した りする

・マイ クに 関心をもつ

・いろいろなこまのまわ し方を考 える

・たこあげ をす る

・磁 石を使っていろい ろな遊 びをする

・電池、巻ね じ、 ハズ ミ車な どの しくみのちが

　うおもちゃで遊ぶ

・いろいろな音の出る ものや音色に興味 をもっ

・目打 ちの使い方 を知 り、安全に気 をつけて扱

　う

・たこのあげ方 を考 える

・あぶ り出 しのおもしろさに興味 をもつ
　 　 　 　 　 　 　 　 　
・光や影に関心 をもつ

　 (日 光写真、幻燈機)

・ぬれた手でスイ ッチをさわ らない



1

器

1

数

え

た

り

、

比

較

し

た

り

、

分

類

し

た

り

す

る

望 ま　し い 経 験

ア、自然物や遊具などで量の大小や

　　多少を比べる

イ、色、形、大き さな どで分類 して

　　遊んだ り片づけた りす る

ウ、用途、質な どによる分類に関心

　 を もっ

エ、具体物 と対応させて簡単な数を

　　数える

オ、席や並ぶ順番など簡単な順位が

　　わかる

カ、丸や四角などの形に関心 をもち

　 その特徴に気づく

キ、日常生活の中で物の長短高低に

　　気づく

ク、 日常生活 の中で広い狭いに気づ

　　く

ケ、 日常生活 の中で速 さに関心をも

　　つ

コ、 自分の前後、左右、上下 がわか

　 る

サ、 自分か ら遠 くにあるもの、近 く

　　 にあるものの区別ができる

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・同 じ種類のおもちゃを集めて片づける

来 ・先生といっしょにままごと道具を形別に片

　　づける

　 ・間食の菓子の形、数に関心をもっ

　 ・自分の持ち物や置場所のしるし(丸 、三角

　　四角)や 色に興味をもつ

　 ・自分の座席や並ぶ友だちを覚える

来○積木の組合せをくふうする

　 ・色水やシャボン玉液の量に関心をもつ

来○同じ種類のおもちゃを集めて片づける

　○自分の座席、グループメンバーを覚える

　○自分の持物のしるしの丸、三角、四角や色

　　を覚える

来○積木、 ままごと、砂場用具な どを分類 して

　　 分配 した り、片づけた りする

・来 ・共同で使 う製作材料
、用具 は用途や質 によ

　　 って分類 した り、片づけた りする

来 ・いろいろな側面 を考えて仲間集めをす る

　 ・いろい ろな物の長 さ、重 さくらべな どをす

　　 る

　 ・友 だち といっ しょに走った り跳 んだり して

　　 その速 さ、長 さに関心をもつ

　 ・丸、三角、四角な どの簡単な形の名まえを

　　 知 る

2 学 期

来 ・同 じ色、形 の積木をあっめた り、 つんだ り

　　 して比べっこをする

　 ・木の葉、 木の実 を集めた り、並べた りする

　 ・丸、三角、四角な どの紙 をは って遊ぶ

・遊具交代の順番をきめた り、順位 を数えた

　 りする

・3人 組、4人 組などに慣れ る

○遊具や用具 を分類す る

・木の実、木の葉の形、量 をくらべ る

・競技や ごっこな どで、簡単な数 を数 える

・自分の左右、前後、上下がわかる

・いろいろな競技で速いおそいに関心をもっ

・ゲーム遊 びで高 さ、長 さくらべ をする

　 ・花の種、木の葉、木の実な どの形、大 き さ

　　量 を比べた り、種類別に集 めた り分類 した

　　 りする

　 ・競技な どで順位、速 さに興味 をもつ

来 ・自分で分類や集合に必要なきまりを考 えよ

　　 うとする

　 ・並 ぶ時、前後、左右の間隔に注意す る

　 ・収穫物の大 きさを比べ たり数 を数 えた りす

　　 る

　 ・分配の方法 を考 えて遊具や 材料 を分ける

　 ・山のぼ りをして景色の遠近 に気づ く

3 学 期

。遊びの中で物の大小や量の多少に関心をもつ

・かるた遊 びな どで とったかるたの数 に関心 を

　もつ

・サイ.コロの数がわかる

・身近 なもので長短 ・高低をくらべ る

・ゲーム遊びで得点数に関心 をもつ

・なわ とび、ま りつきなどで数 えて遊ぶ

・ゲームでより速 く、 よ り高 くな どの くふ うを

す る

・ボールなげで相手の位置の遠近 を考 える



雪

き

冒

時

刻

に

関

心

を

も

つ

望 ま し い 経 験

ア、起床、登園、間食、昼食、降園、

　 就寝な どの時刻に関心 をもつ

イ、朝、昼 、晩、 きの う、 き ょう、

　 あす などの区別に関心 をもつ

ウ、 月、 日、 曜 日な どに関心 をもっ

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

・間食、降園な どの合図に気づ く

○登降園、間食、昼食などの時刻に関心をも

　 つ

・曜 日に関心を もっ

来 ○登降 園、間食、昼食な どの時刻 を知る

来 ・月、 日をた しかめて出席 印をおす

来 ・き ょうの 日付や曜 日を正しく知 る

2 学 期

　 ・間 食、昼食の時間に関心 をもつ

来 ・日曜 日は休みであることを知る

・来 ・朝
、昼、晩の区別を知る

来 ・月、 日、曜 日に関心 をもつ

来 ・自分の起床、 就寝の時刻に関心 をもっ

　 ・あ さって、お とといの使い方を知る

　 ・何時まで、何 分間な どに関心 をもって時計

　 　を見ようとする

3 学 期

・きの う、 き ょう、 あすの大体を正 しくとらえ

る

・今年は昭和何年であるかに関心 をもつ

・一週間の流れ に関心 をもち、曜 日を大体順 を

追 って言 える



1

鐙

冒

4、 言 　 語 O印 　以前の経験を再認させる
来印　年間を通 して経験させる

聞

く

態

度

が

で

き

る

望 ま し い 経 験

ア、先生や友だちの話 を親 しんで聞

　　 く

、イ、話す人の方へ 向いて話を聞く

ウ、 友だちとい っしょに話 を聞 く

エ、いたず らや私語 をしないで話を

　　 聞 く

オ、話 の内容 を注意 して聞く

カ、 さ しず を注意 して聞き、 さしず

　　 に従って行動する

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

・先 生の話 を親 しんで聞 く

・話す人の方へ 向き、いたず らを しないで話

　を聞 く

。先生のさ しずを聞き、 さしずに従って行動

　しょうとす る

　○先生の話 を親 しんで聞く

来○友だちといっしょに話を聞 くときはいたず

　　らや私語 をしないように気をつける

来○話の内容を注意 して聞き、さしずに従って

　　行動する

来○園内放送やラジオなどを注意して聞く

来○先生や友だちの話を注意 して聞く

来○集団の一員として話を聞く

来○話の内容を注意深く聞きとる

来○園内放送、 ラジオ、録音などを注意して聞

　　 く

来○さしずを注意して聞き、さしずに従って行

　　動する

2 学 期

　 ・友だち といっしょに先生の話 を親 しんで聞

　　く

・来○ 友だち といっ しょに話を聞 くときは、いた

　　ずらや私 語を しない ように気 をつける

来 ・園内放送や ラジオな どを注意 して聞 く

来○話の内容 を注意 して聞 き、 さ しずに従 って

　　行動す る

※ ・友 だち の話を親 しんで聞き、その 内容に興

　　味をもつ

3 学 期

。友だちの話を親 しんで聞く



1

器

雪

話

す

態

度

が

で

き

る

望 ま し い 経 験

ア、先生や友だちに親 しみを もって

　　話す

イ、 したい こと、してほ しいこ とを

　　先生や友 だちに話す

ウ、 した こと、見 たこと、聞いた こ

　　 とな どを話す

エ、感 じたこ と、考えたことな どを

　　話す

オ、友だちの前で思っていることを

　　話す

カ、相手の顔 を見て聞 こえるように

　　話す

キ、人の話がすんでか ら話す

ク、話 したい内容が相手にわかるよ

　　 うに努力 して話す

ケ、簡単な伝言 をする

年"

3

才

4

才

5

才

1 学 期

・気軽 に先生に話す

。したいこと、 してほ しいこ とを先生に告 げる

・友 だちと気軽に話そ うとする

○先生や友だちに親 しみをもって話す

○したいことや してほしいことを先生や友だち

　にはっきり告げる

○相手の顔を見て、聞こえるように話す

○人の話がすんでか ら話す

○自分の要求や経験をはっきり話す

○自分の思っていることをすすんで友だちの前

　で話す

○感じたことや考えたことを相手にわかるよう

　臨伝える

2 学 期

○先生や友だちに親 しみ をもって話す

○ したいこと、 してほしいことをすすんで先

　生や友だち に話す

・したこと、見 たこ と、 聞いたことを気軽 に

　先生に話す

　○ したこと、見たこと、聞いたことを先生や

　　友だちにすすんで話す

来 ・話したい内容が相手にわかるように努力し

　　て話そうとする

　 ・簡単な伝言をする

・自分の話 したいこ とを、相手 にわかるよう

に順 をおって話そ うとする

・感 じた ことや考えた ことを話すとき、その

表現力法 を工夫する

3 学 期

・相手の顔を見 て、聞こえるよ うに話す

・人の話がすんでか ら話す

○ した こと、見た こと、聞いたことな どをすす

　 んで先生や友だちに話す

○感 じたままを気軽に話す

○友だ ちの前で思 っていることをみんなに聞 こ

　 えるように話す

○ した こと、見た こ と、聞いた ことを相手にわ

　か るように努 力 して話す

O感 じたこ と、考 えた ことをすすんで先 生や友

　 だちに話す

○経験 したことや感 じたこと、考えたことを話

　す とき、相手にわかるように努力して話す

・友だちの前で話すときの態度や声の出し方に

　関心をもっ



1

器

!

話

し

倉

う

望 ま し い 経 験

ア、先生や友だちの話を聞いて応答

　　する

イ、友だちと遊びのきまりや役割な

　　 どを相談する

ウ、話し合いの中で自分の思うこと

　　をはっきり言う

エ、話し合いの中で友だちの意見 を

　　注意 して聞く

オ、疑問をもったことについてすす

んで質問する

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

　 ・先生に尋ね られたことに答 えよ うとする

来 ・わか らないこ とはすす んで尋 ねる

○先生に尋ねられたことにっいて答える

○遊びの内容について友だちと話 し合う

○わからないことは、すすんで先生に尋ねる

来 ・友だちの意見を注意して聞き、自分の意見

　　をはっきり言う

来○遊び方や役割分担についてすすんで話 し合

　　いや相談をする

来○疑問をもったことについてすすんで質問す

　　る

2 学 期

来 ・友だちと気軽に話し合う

来○尋為られたことに返事をする

・先生や友だちの話を聞いて自分の思うこと

　を話す

・先生といっしょに遊び方や役割にっいて話

　 し合 う

○疑問に思ったことにっいてすすんで質問す

　る

来 ・友だちの話す内容について友だち同志で質

　　問し合 う

来 ・よく考えて質問 し、友だちの質問も注意し

　　て聞く

3 学 期

・友だちと簡単な話 し合いをする

O友 だちの話をよく聞いて応答する

O遊 びの内容や役割について先生や友だち と相

談する



1

窓

1

(　 )内 には一例 としてことば遊びをあげた

こ

と

ば

の

使

い

方

に

慣

れ

る

望 ま し い 経 験

ア、名前 を呼ばれた り、仕事をたの

　　まれた ら返事する

イ、 日常生活に必要なあいさつ をす

　　る

ウ、先生、友 だちなどの名前が言 え

　 る

エ、身近な事物の名前がいえる

オ、身近な事象をあらわすことばを

　　使う

カ、幼児語、幼児音を使わないで話

　　す

キ、比較こ とば(大 小、長短な ど)

　 　に慣れる

ク、その場に必要 なことば を使お う

　　とする

ケ、文の組み立てに関心をもつ

コ、こ とば を使って考えよ うとする

サ、文字 を拾い読み した り、 覚えた

　　文字 を書いて みた りす る

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・名前 を呼ばれた ら返事 をする

　 ・先生や友だちの名前 を呼占ミ

来 ・おは よう、 さような ら、 いただ きます、 ご

　　 ちそうさまな どのあい さつ をする

来 ・身近な遊具、用具、動物 な どの名前 を言 う

・先生の話す文 をまねて言 う(ま ねっこ遊び)

　 ・ことばの音節や、語頭音に関心をもつ

　　 (数 合わせ、頭字集め)

来○その場にあった返事をする

来○すすんであいさつ をする

来 ・必要な事柄 をことばで伝えたり、指示に従

　　ったりする(伝 達あそび)

　 ・多くのことばの中から特定のことばを聞き

　　わける(ス トップ遊び)

来 ・身近な事物を用途や形で集めてみる

　　 (仲 間集め)

　 ・快、不快をあらわすことばに慣れる

　 ・ことばの音節 を知 り、適切 なこ とば をさが

　　す(短 い ことば、長い ことば)

　 ・文の意味 を考 えてことば をあてはめる

　　 (こ とばのか くれんぼ、 いいかえ遊び)

来 ・身近なもの を用途、属性、生態、種別 など

　　 によって集め ようとす る(仲 間集め、 なぞ

　　 なぞ、そろ ってい るもの集め)

来 。遊びや ゲームの説 明をす る とき、相手にわ

　　 かるよ うにこ とばを選んで話そ うとする

　 ・自分や友だちの名 まえを拾い読みす る

　 ・標示、看板ヤ駅名などを拾 い読 みす る

2 学 期

・知 っているこ とばの中か ら2
、3音 節のこ

　とば をさがす(数 合せ)

・大小 、多少 な どをあ らわす こ とばに慣れ る

　 (比 べっこ)

・簡単な文を聞いて、幼児語や幼 児音に気づ

　き、いいか えよ うとす る(い いか え遊び)

・絵 を見 て知っている事物の名まえや用途 を

言 う(そ ろってい るもの集め)

・自分の名前を正 しくい う

来 ・文 を聞いて必要なことば をあてはめよ うと

　　する(言 いか え、ス トップ遊び)

来 ・大 きさ、高 さ、 長 さ、速さなどをあらわす

　　こ とばを使い、比べよ うとす る

　　 (比 べ っこ)

　 ・身近なものについ て似ている点、異 る点 を

　　考 えて集める(比 べ っこ、仲間集 め)

　 ・ものの特徴を とらえて話そ うとする(な ぞ

　　 なぞ、仲間集め)

　 ・情況をあらわす ことばに関心 をもっ

　　 (い いかえ遊 び、 まね っこ)

来 ・問題 や課題 をは くた めに必要な知識や考 え

　　 る方向 を定 めて考 えよ うとす る

　　 (な ぞなぞ、比べ っこ、伝達あそび)

来 ・いろいろな場 面で比較 ことばを使 う

来 ・感情や情景 をあらわす ことばをさがそ うと

　　する(い いかえ、こ とばのかくれんぼ)

来 。方言、敬語、書 きこ とばな どに関心 をもつ

　　 (言 いかえ遊び、話 っくり)

来 ・絵本な どの拾 い読みを して、 知 らない文字

　　 につい て尋ねる

　 ・遊びの 中で知 ってい る文字や数字 を書く

3 学 期

・見たこ と、聞いた ことをこ とば で伝 える

　(伝 達 あそび)

・絵で確かめた り、質問 した りして考 えよ うと

する(な ぞなぞ)

・晴、雨、雪 などの 自然現象 をあちわすこ とば

　に関心 をもつ

・遊びの中で、貸 し借 りや、売 り買いに必要 な

あい さつことばを使 う

・自分のことをわた しまた はぼ くと言 う

・絵本な どの絵 を読み とろうとす る

・こ とばの長 さや語尾音 に関心 を もつ(短 いこ

　とば長 いことば、 しりとり)

・簡単な文を作 って話そ うとす る

　 (話 つ くり)

・自分で筋 を組み立てなが ら、 適切 な表現 をさ

がそうとす る(話 つ くり)

・知 っている文字や数字の拾い読み をしようと

　する

・主語、述語な どに 関心 をもち、ま とまった話

　し方 をしようとす る(ス トップ遊び、話つ く

　り)

・場 面に 応 じてことばつかいの異 るこ とに関心

　をもつ(い い かえ遊び)

・自分の思 ってい るこ とをかいつまんで説明 し

ようと し、話 し方の工夫 をする

・知 ってい る文字 を使って短い文を書いてみよ

　うとする



1

器

1

童

話

絵

本

に

親

し

む

望 ま し い 経 験

ア、先生の話す童話を喜んで聞く

イ、先 生に紙 しばいをしてもらった

　　り、絵本な どを読んでもらうの

　　を喜ぶ

ウ、 テ レビ、幻 燈、人形劇な どを喜

　　んで見た り聞いた りする

エ、絵本、図鑑 な どを喜ん で見 る

オ、 ラジオや録音された話を喜んで

　　聞く

カ、 童話を聞 いてだいたいの筋がわ

　　かる

キ、童話や絵本 を聞いた り、見た り

　　 して、 その 内容を理はする

ク、童話や絵本を聞いた り見たりし

　　て感 じたことや想像したことを

　　ことばや絵で表現する

ケ、続き童話を読んでもらうのを喜

　　ぶ

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・先生に紙 しばいを してもらったり、絵本 を読

　　 んで もらった りす るのを喜 ぶ

　 ・先生が指人形な どを使 って話す童話 を喜ん

　　で聞 く

来 ・自由に絵本を見 る

来 ・みんな といっ しょにテ レビを見 る

来 ・先生の童話 を聞いた り、絵本 を読ん でもら

　　 った りすることを喜ぶ

　 ・紙 しばい、絵本、 テ レビ、幻燈な どを見た

　　 り聞いた りして、だいたいの筋がわ かる

　 ・絵本 や紙 しばいの内容について気 づいたこ

　　 とを話す

来O自 分 で好きな絵本 を見 る

来 ・友 だちといっしょにテ レビを見 る

来○童話 を聞いた り、絵本 を読んでもらった り

　　 して、感 じたことを話す

来 ○聞いた童話のだいたいの筋 を話す

来 ・自分の好みで絵本、 テレビな どを選 ぶ

来 ・図鑑、科学童話な どを喜んで見た り聞いた

　　 りす る

来 ・レコー ドつきの絵本 を見て、その内 容を話

　　 す

2 学 期

来 ・先生の話す童話を喜 んで聞 く

来 ・おかあさんた ちの人形 劇を喜ん で見る

来 ・幻燈、映画な どをみ んなといっ しょに見 る

来 ・童話 を聞いた り絵本 を読んで もらった りし

　　て、感 じたことを話 した り、わからないこ

　　 とを尋ねた りする

来 ・すす んで絵本や図鑑 を見 る

　 ・絵本を読んでもらった り、童話 を聞 いた り

　　 して、だいたいの筋 を話す

来 ・おかあ さん の人形劇や、幻燈、映画な どを

　　喜んで見る

　 ・童話 を聞いて想像 したことを話 した り、絵

　　にかいた りする

来○友 だち といっ しょに絵本 を見る

来 ・先生に続き童話を読んでもらうのを喜ぶ

来 ・続き童話の内容を予想 して楽しむ

来 ・聞いた童話をくわしく話すことができる

来○童話を聞いて感 じたままを話したり、絵に

　　かいた りする

3 学 期

・童話 を聞いた り、絵本 を読 んで もらった りし

て、部分的 に説明することができる

・見た り、 聞いた り、 読 んでもらった りした童

話や絵本のだいたいの筋 を話そ うとする

・絵本 や童話 を見た り聞いた りして、想像 した

ことを話 した り、絵にかいた りする

○聞いた童話を、 だいたいの筋 をおって話すこ

　 とができる

・絵本や紙 しばい、童話 を見た り聞いた りして、

　感 じた ことを話 した り絵にかいた りする



1

器

冨

創

造

的

に

表

現

す

る

望 ま　し い 経 験

ア、物語の人物になったつもりで劇

　　的活動をする

イ、劇的活動で会話や動作を工夫す

　　る

ウ、想像 したことを物語に作って話

　　す

エ、友だちといっしょに話っくりを

　　楽しむ

オ、人形劇 ・影絵 ・紙しばいなど

　　 を作って会話遊びを楽 しむ

カ、劇的な構成を工夫する

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

来 ・ぬいぐるみの指人形で先生や友だちとの会

　　話を楽 しむ

来 ・即興的に劇的活動やごっこをする

　○童話や紙しばいの筋にそ って劇的活動をず

　　 る

　 ・登場人物になったつもりで劇的活動をする

　 Oペ ープサー トなどで友だちとの会話を楽 し

　　.む

来 。ごっこなどで自分の想像 したことを動作や

　　ことばで表現する

来 ・童話を聞いて紙 しばいや影絵などに工夫 し

　　て表現する

来○ごっこや劇的活動で会話や動作を工夫 して

　　表現する

来 ・作った影絵などの会話や動か し方を工夫す

　　 る

2 学 期

来 ・紙しばいや童話のだいたいの筋にそって劇

　　に表現する

来 ・作ったペープサー トで友だちとの会話を楽

　　 しむ

来 ・童話や絵本の話にそって劇的活動をした り

　　紙 しばいを作ったりする

来 ・劇的活動で登場人物の会話や動作を工夫す

　　 る

来 ・先生や友だちといっしょに簡単 な話つくり

　　 をする

来 ・想像 したことを絵話にすることを楽しむ

　 ・童話の内容をよく理解 してその劇的表現を

　　工夫する

来 ・童話を創作 して絵本や紙しばいを作る

来 ・友だちといっしょに人形劇、影絵などの筋

　　 を考える

3 学 期

・作 った 指 人形で先生といっ しょに簡単 な話

っ くりをす る

・想像 したことをごっこ遊びに して楽 しむ

・想像 したこ とを絵話にする

・作 っ た 指人形やペ ープサ ー トを使 って簡単

な人形劇 をする

・自分の経験 したことや想像 したことを物語 ・

劇 ・人形劇 ・紙 しばいなどに表現する

・友だちと協力 して劇的活動の構成や表現 を工

夫 し、 その成果を喜ぶ



薯

箋

1

5、 音楽 　 リズム

(　 )内 は教材の一例を示す

○　　以前の経験を再認させる
※　　年間を通 して経験させる

歌

う

望 ま し い 経 験

ア、 いろいろな歌 を喜 んで歌 う

イ、みんなといっ しょに楽 しく歌 う

ウ、楽器や動作に合わせて歌う

エ、 覚えた歌 をみんなの前でひ とり

　　で歌 う

オ、 すなおな声 で歌 う

カ、歌詞をは っき り歌 う

キ、音程や リズムに気 をっけて歌 う

ク、短い旋律を即興的に歌う

ケ、知 っている旋律 に自由にことば

　 　をつけて歌 う

コ、階名模 唱になれ る

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

※ ・知っている歌を喜んで歌 う

※.・遊びな がら楽 しく口ず さむ

※ ・先生の歌 う歌 をまねて歌お うとする

※ ・自由に手 を打った り、 からだを動か した り

　　 しなが ら歌 う

※○すなおな声で明る く歌 う

※○知っている歌、新 しい歌 をみんなといっ し

　　 ょに喜んで歌 う

※ ○わ らべ歌の問答唱をする

　　 (ひ らいた、花いちもんめ、竹の子いっぽ

　　　ん、 ロン ドン橋)

　 ・先生の歌 う歌 をよく聞いて歌 う

※○ 明るく、美 しく歌お うとする

　 ・すすんで、ひと りで歌 う

※○遊びながらわ らべ歌 を楽 しく歌 う

　　 (あ んたがた どこさ、ずいずいず っころ ば

　　　 し、通 りゃんせ、一たんす ながもち)

※ ・短い旋律 を即興的に作 って歌 う

　 ・簡単な歌の階名模 唱になれ る(チ ュー リッ

　　プ、かえるの合唱、キ ラキ ラ星)

2 学 期

　 ・ピァノの音 をよ く聞いて、す なおな声 で歌

　　お うとする

※ ・歌詞をはっきり歌 う

※ ・わ らべ歌や遊びの歌に興味 をもっ(か ごめ、

　　ひ らいた、宿か え、あわぶ くたった)

　 ・先生 といっ しょに歌いなが ら、問答遊び を

　　する(川 λ のリズムで○○ちゃん、は

一 い
、 な ど)

※ ・リズムや音程に気をつけて歌お うとす る

　 ・先生と問答唱 を楽 しむ

　　 (か くれん ぼ、なみ とかいが ら、即興)

　 ・フレーズに気づきながら歌 う

※ ・知っている旋律 に簡単 なことばをっけて歌

　　 う

※ ・歌詞を正 しくおぼ えて歌 う

※ ・音程、 リズムや フレーズに気をつけて歌 う

　 ・友だちの演奏に合わせて歌 う

　 ・簡単な二声体の輪唱 をする

　　 (ほ うせんか、静かな湖畔)

　 ・簡単な分散和音の階名模唱 に興味 をもっ

　　 (ド ミソの歌)

　 ・好 きな歌 の旋律 を口ずさむ

3 学 期

・即興的に節づけを して口ず さむ

・フレーズ毎の交互唱 をする

・歌詞の内容 を」は しながら歌 お うとす る

・はつか しが らないでひ とりで も歌 う

・強弱や速度 に気 をつけて歌 う

　(一 ねんせいになった ら、春が くる)

・曲想をとらえて歌お うとする

・前奏、間奏 をよく聞 き、息つぎなどに気 をつ

けて歌 う

　(春 がくる、四月の うた、卒業式の歌)

・みんな といっ しょに調子 を合 わせ て歌 う喜び

を味 わう



1

器

1

ひ

く

望 ま し い 経 験

ア、ハ ンド'カス タ、 タンブリン、 ト

　　 ライア ングルな どの楽器の名 前

　　を知る

イ、いろいろな楽器のひき方を知る

ウ、いろいろな楽器 を感 じたままに

　　楽 しんでひく

エ、拍子に合わせ て打楽器 をひ く

オ、曲の感 じをとらえて楽 器をひ く

カ、曲の強弱 ・速度 を感 じとりなが

.　 ら楽器 をひく

キ、 ピアノ、木琴、ハーモ ニカな ど

　　の さぐりびきをする

ク、楽器の組合わせの音色を楽 しむ

ケ、指揮をよく見て、楽 しんで合奏

　　す る

コ、簡単な合 奏の指揮 をす る

サ、役割 を分担 した り、交替 した り

　　 して合奏する

シ、友だち といっ しょに奏 し方を考

　　えて合奏す る

ス、楽器 をたいせっに し、楽器のあ

　　 と片づ けをきちん とする

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

　 ・いろいろな音の出るものに興味 をもっ

　 ・いろいろな音 をな らして遊ぶ

　　 (音 あてごっこ)

　 ・ハ ンドカスタ、ス ズな どに親 しみ、その持

　　 ち方、ひき方 を知る

※ ・先生の ピアノを聞 きな がら、 自由打 ちを楽

　　 しむ

※○知っている歌 を歌いながら、 自由に打っ

　 ・ハ ン ドカス タを軽いタ ッチで打つ

　 ・タ ンブ リン、スズ、 トライア ングル、大太

　　鼓 などの楽 器に親 しみ、そのひき方 を知る

※ ・フ レーズを とらえなが ら分担奏 をす る

　　 (か くれ んぼ、 ひらいた、こいのぼ り、大

　　　 きなたいこ　な ど)

※ ○準備や片づ けの時に楽器 をた いせつに扱 う

※ ・それ ぞれの楽器の正 しいひき方 を知 り、身

　　に つける

　 ・水笛、かっこう笛、木琴、鉄琴な どの楽器

　　 に親 しみ、その音色の美 しさに気づ く

　　 (か っこ うワル ツ)

　 ・ハ ーモ ニカ、木琴の和音奏や グリツサ ン ド

　　 奏法になれ る

　 ,2拍 子の曲のいろいろなひき方 を考 える

　 ・3拍 子の リズムになれ、強拍部、弱拍部打

　　 ちをする

※ ○楽器 の使い方、片 づけ方に気 をつけて、 た

　　 いせつに扱 う

2 学 期

　 ・タンブ リン、スズな どの楽器に親 しみ、喜

　　んでひこうとする

　 ・歌いなが ら自由にひ く

　　 (主 として拍打 ち)

・JJI丈 　 llJJJIJλ

　　な どの リズム打ちに親 しむ

　　 (呼 び名あそび、なき声あそび な ど)

※ ・楽器をたいせっに扱 うこ とを知る

　 ・歌や曲にあう楽器 を先生 といっしょに選ぶ

　 ・大太鼓、小太鼓、 ベ ビーシンバル、木魚、

　　 ウ ッドブロックな どの楽器に親 しむ

※ 。美 しい音 色が出るように楽器 をひ く

　 ・フレーズを とらえて簡単な曲の合奏の指揮

　　 をしようとする

　 ・4拍 子、2拍 子の曲になれて打楽器 をひ く

　 ・簡単な 曲に合わ せて、みんなといっ しょに

　　ハーモニカの和音奏 を楽 しむ

　　 (か えるの合 唱、キ ラキラ星)

　 ・簡単 な楽器 を作って合奏 を楽 しむ

※ ・簡単 な歌や 曲の指揮になれ る

　　 (う ん どう会の歌、 マーチ)

3 学 期

・フレーズ毎の分担奏になれる

・楽器 を交替 して どの楽器 も喜んでひこ うとす

　る

・速 い、遅 いに気 をつけながら、歌や 曲に合 わ

　せてひこ うとす る

・4拍 子のいろいろな打ち方 を組み合わせて
、

合奏 を楽 しむ

　(ガ ボ ット、 アマ リリス)

・指揮 をよ く見 て合奏す る

・強弱 ・速度に気をつけてひく

・ハーモ ニカ、木琴、 ピアニカな どで知 ってい

る歌の、 さ ぐりびきを楽 しむ

・曲の感 じをとらえて、先生 といっ しょに楽器

の組み合わせを考えよ うとす る

・ア ンサンブルの美 しさを感 じなが ら
、みん な

　といっし ょに合奏する喜びをもつ

　 (ク シコスポス ト、 トーイシンポニー)



1

器

雪

動

く

望 ま し い 経 験

ア、即興的にからだを動かして楽し

　 む

イ、 リズ ミカルに歩いた り、走 った

　　 り、 とんだ りする

ウ、動物や乗物などの動きをまねて

　　動く

エ、いろいろな リズムパターンに気

　　づく

オ、音に反応 して思いのままに表現

　　する

カ、曲の感 じをとらえて、か らだで

　　表現する

キ、 曲の強弱、 高低、速度な どに合

　　わせて動 く

ク、友だちといっしょに、 フォーク

　　ダンス、わ らべ歌遊 びな どを楽

　　しむ

ケ、経験 したこ とや、感 じた ことを

　　工夫 して、か らだで表現す る

コ、 グル ープで感 じた こと、考 えた

　　ことを工夫 してからだで表現す

　　る

サ、友だちの リズ ミカルな動 きを見

　　て楽 しむ

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

　 ・音楽 を聞きながら、 自由に歩い た り、走 っ

　　た り、 とんだり、ころがった りして遊ぶ

　 ・歌い ながら、手拍子 を打つ

※ ・先生 といっしょに模倣動作 を楽 しむ

※ ・先 生といっしょにわ らべ歌 遊び をする

※ ・空間 を広 く使ってのびのび と動 く

※ ・音に反応 して思いのままに即興表現 を楽 し

　　む

※ ・動物、乗物な どの模倣表現 を楽 しむ

　 ・歌や 曲に合わせてハン ドカスタを打 った り

　　拍手 を しなが ら動 く

※'・音の高低、速 度の変化に気づいて動 く

　 ・わ らべ歌 を歌いなが ら、 リズ ミカルに動 く

　 ・泊分の思い を表現するための手のいろいろ

　　な動 きを知 る

※○身近に経験 した こ とを即興的に表 現する

※ ・その ものの特 徴 をとらえて表現 しよ うとす

　　 る

　 ・曲に合わせて、ス キ ップ、 ギ ャロ ップ、 ホ

　　 ップな どをする

※ ・上体 をね じった り、まげた り、のば した り

　　 して全身で自分の考 えを表 現する

※ ・だんだん速 く、 だんだん遅 く、な ど曲の変

　　 化に反応 して機敏 に動 こ うとす る

2 学 期

※ ・乗物、動物な どになって動きを楽 しむ

※ ・曲が止 った ら、動作 を止める

※ ・音 に反応 して動きをか える

　　 (宿 かえ、いす とり、即興 など)

　 ・年 長組に さそ って もらって、 フォークダン

　　ス をする

※○身近な生活のよ うすをくふ うして表現 しよ

　　 うとする

　 ・つま先 でかる く歩 いた り、走った りする

※ ・リズムパターンに合わせ て、手 をたたいた

　　 り、か らだを動か した りす る

※ ・フ ォー クダンスを楽 しむ

　　 (キ ンダーポルカ、その他)

　 ・園庭な どの広い場の空 間 を、円、縦列、横

　　列、蛇行な どで動 く

※ ・表現 したい リズムパター ンを、はっきりと

　　表現する

　 ・2拍 子、3拍 子のバ ランスをとりなが ら、

　　いろいろな動きをする

※ ・リズ ミカルにフ ォークダンスを楽 しむ

　 ・動 きやす いように打楽器 をくふ うしてひく

※ ・グループで物語の構成や表 限方法を工夫す

　　 る(二 つの太陽、宇宙旅 行)

※ ・友だちの リズ ミカルな動 きを見て楽 しむ

　 ・園庭 な ど広い空 間を、群で調子 を合わせて

　　動 く楽 しさを味わ う

3 学 期

・経験 したこ とを思 いのままに即興的に表現 し

　ようとす る

・曲の速 さに合わせて、 リズ ミカルに歩いた り

走』た りする

・か らだ全体 を使 って、大 きな動作を楽 しむ

・物語の登場 する もの をか らだで表現 し、いろ

いろな動きを考 えよ うとす る

・既習の リズムパター ンやステ ップを活用 して

表現 しよ うとする

・友だちの よい動きに気づく

・押す、 ひく、まわすな どのいろいろな動きを

知 り、表現 をくふ うする

・曲の感 じをとらえて、か らだで 即興的に表現

する

・表現の内容がみんなにもわか るよ うに くふ う

する

・互に見せ合 って、友だちのよい動 きに気づ き

創作の工夫 をす る



冒

き

1

聞

く

望 ま し い 経 験

ア、いろいろな音 を聞きわ ける

イ、 いろいろ な音楽 を楽しんで聞 く

ウ、友だちの歌や演奏などを喜んで

　 聞く

エ、 かる くからだを動か しながら、

　 音楽 を全身でうけ とめ る

オギ 曲想 をとらえなが ら聞く

カ、演奏 される楽器の音色を楽 しみ

　　ながら聞く

キ、音楽を聞いて感じたままをいろ

　　いろに表現する

ク、 よい音楽に親 しみ、 自分の好き

　　な歌や、曲 を選ぶことがで きる

ヶ、先生や友だちの演奏を楽しみ、

　　始めと終 りには拍手をおくる

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

※ ・先生の歌や ピアノ曲に興味を もって聞 こう

　　 とする

　 ・、レコー ド音楽に親 しむ

※ ・からだを自由に動か しながら聞 く

　 ・年長組 の演奏を喜 んで聞 く

※ ・園内放送 の音楽に興味 をもっ

※○音の極端な高低、強弱が聞きわけられる

※ ・身近な楽器の音色のちがいに気づ く

※ σレコード音楽に親しみ喜んで聞く

　○年長組の演奏に興味をもって聞く

※ ・曲の終 りまで静かに聞く

※○園内放送の音楽に関心をもち、 メロディー

　　 を口ずさむ

※○和音 を聞 きわ ける(主 要三和音)

※ ○ レコー ド音楽に興味 をもち、すす んで聞 こ

　　 うとする

　 ・友だちの作 った歌を喜んで聞 く

※ ・曲を聞きなが ら、タク トをふ った り、模倣

　　表現 をしなが らリズムの流れ をっかむ

　 ・友だちやお母 さんの歌 を聞いて、そのよい

　　 ところに気づ く

　 ・擬音笛、 ハーモニカ、エ レク トー ンな どの

　　音色の美 しさに 興味 をもっ

※ ・友だちの演奏の始めと終 りは拍 手をお くる

2 学 期

※ ・高い音、抵い音がわかる

　　 (2オ クターブ音程)

※ ・強 い音、弱い音がわ かる

　　 (大 太鼓、 ピアノな どの音色)

※ ・先生 といっ しょに レコー ド音楽 を聞こうと

　　す る

　 ・先生や友だちの歌 を喜んで聞 く

※ ・リズムのはっき りした音楽 を聞 いて手拍子

　　 をとろ うとする

※ ・聴音遊びを楽 しむ(主 要三和音)

※ ・曲の速度の変化に気づきながら聞く

　 ・描写音楽の擬音楽器に興味 をもっ

　　 (時計屋の店、弓森の水車)

※ ・曲を聞いて、感 じたこと、考えたことを話

　　したり、動いたりする

※ ・楽 しい曲、静か な曲、勇ま しい 曲な どの曲

　　の感 じがわかる

　　 (口 笛吹 きと小犬、 白鳥の湖、スケーター

　　、 ワル ツ、大 男の行進な ど)

　 ・演奏 され る楽器に興味 をもつ

　　 (動 物の カーニバル、キ ュー ピーのかん兵

　　　式)

　 ・曲を聞きながら拍 子の変 化に気づ く

　　 (人 形 の夢 とめ ざめ)

※ ・いろいろな音楽に親 しみ、 自分 の好 きな歌

　　 や 曲を選ぶ ことができる

3 学 期

・ス ライ ドや絵本を見なが ら
、 レコー ド音楽 を

楽 しんで聞 く

・友だちの演奏を聞いて拍手をおくる

・曲を聞いて、いろいろな場面や情景が想像で

　きる



暫

=

量

6、 絵 画製 作 ○

※

(

以前の経験を再認させる

年間を通して経験させる

)内 は教材の一例を示す

か

く

望 ま し い 経 験

ア、のびの びと思いの ままに絵 をか

　　く

イ、見た り聞いた りしたことなどを

　　絵にか く

ウ、感 じたこと、考えた ことを工夫

　　してか く

エ、友だ ちと協 力 して絵をか く

オ、いろいろな色や形に関心をもつ

カ、色や形の配置や構成を工夫 して

　　もようをかく

キ、 ク レパ ス、 コンテ、 えの ぐ、墨

　　な どの描画材料 に親 しむ

ク、筆、パ レット、ブラシな どの用

　 具 に親 しむ

ケ、 紙、布、木片、プ ラスチ ックな

　　 ど材質の異るものに描 く

コ、箱、 ざる、筒な ど立体物にか く

サ、遊 びに必要な もの をか く

シ、 材料、用具 の準備や片づ けをす

　　る

韓

3

才

4

才

5

才

1 学 期

※ ・喜んで絵 をかく

　 ・フィンガーペイ ンテ ィングを楽 しむ

※ ・ク レパス、 チ ョーク、速乾 性インクな どを

　　使って思いのままにか く

※ ・いろいろな色に興味 をもっ

　　 (ク レパス、色紙、 フィンガーペイ ント)

　 ・色水遊び をする

　 ・簡単なもようをかく

　　 (プ レゼ ントの コ ップ、帽子など)

　 ・大 きな紙や壁面に全身 で思いきり絵 をか く

　　 (ポスターカラ、 フィンガーペイソティング)

※ ・日常生活で見た り聞いた りした事を絵にか

　　 く

　 ・いろいろな形に関心 をもっ(手 、コップ、

　　 箱な どの形 と り、合わせ絵、影うっしなど)

　 ・考えて色を作 り出す

　　 (色 水遊 び、模様 っくり)

　 ・太筆、細筆 を使いわけよ うとする

※ ・用具のあ と片づ けをす る

※○お どろきや喜びな ど感動が思いの ままに表

　　現で きる

※ ・グループで相談 してか く

　 ・こす ったり、 うつした りして、いろいろな

　　物の形 を組み合わせてデザイ ン遊びをする

　 ・用具 を工 夫 して使 う

　　 (ハ ケ、割 り箸、竹 ペ ンなど)

　 ・個人用水彩 えの ぐの扱いになれ る

　 。立体物にデザイ ンする(麦 わ ら帽 子)

※ ・すすんで材料、用具の準備や あと片づけを

　　す る

2 学 期

・ポスターカラーを使 ってのびのび と好 きな

絵をか く

・思いのままに色を作った り、色 を並べた り

　して遊 ぶ

　 (ク レパス、 ポス ターカラー)

・絵筆の扱いに慣れる

※ ・人のまねを しないで、 自分の思ったままを

　　絵にか く

※ ・感 じた こと、考えた ことを工夫 してかく

　 ・コンテな ど新 しい材料 を知 り、その扱い方

　　になれ る

　 。いろいろな材質の紙にかく

　　 (和 紙、 セロファン紙など)

※ ・空想を楽しみ絵に表現する

○木 の葉、木の実、野菜 などで版画遊び をす

　 る

・線や点 を結ん でいろいろな形や色で もよう

　作 りを楽 しむ

・用具 を生か して表現 を工夫す る

　 (サ インペ ン、5B鉛 筆な ど)

・布地 にもようをそめる(ハ ンカチ、 テーブ

　ルセンター、速乾性染料な ど)

3 学 期

・童話 を聞き、感 じたこ とを絵 にかこ うとす る

・自分のデザイ ンした こまを使 って遊 ぶ

○童話を聞き、感 じたま まを絵にか く

・ナ プキ ン、エプ ロンなどのデザ インを楽 しむ

　 (速 乾性染料、速乾性 イ ン　 な ど)

・自分 の表現 したいものに合わせて材料 を選ぼ

　 うとする

・劇遊びに使 うものをかく

　 (面 、背景など)

・遊びに使 うものをか く(紙 芝居、 ペープサー

　ト、 案内状)

・版画遊びを楽 しむ

　 (年 賀版、切 手な ど)

・墨の濃淡を生か して表 現を工夫す る

　(和 紙、色紙な ど)

・たこ、す ごろ くなど遊 びに使 うもの に絵 をか

　く

・子ども会 に必要なものをか く

　 (プ ログ ラム、面、紙 芝居、その他)



」

畠

!

つ

く

る

望 ま し い 経 験

ア、のびのび と思 いのままに作 る

イ、感 じた こと、考 えたことな どを

　　工夫 して作る

ウ、 ひと りで作 ったり、友だちと協

　　力 して作 った りして、その 完成

　　を喜ぶ

エ、いろいろな色や形 を集めた り並

　　べた り組合わせた りして遊ぶ

オ、立体構成を楽 しむ

カ、砂、粘土、 紙な どの材料に親 し

　　む

キ、 は さみ、 ホ ッチキス、か なづち

　　な どの用具の 使い方になれ、安

　　全 に使 う

ク、のり、 セメダイ ン、 ビニールテ

　　ープ、ボ ンドな どの接着剤の使

　　い方になれる

ケ、遊びに必要なものを作り使って

　　遊ぶ

コ、材料 、用具の準備やあ と片づけ

　　をする,

年令

3

才

4

才

5

才

1 学 期

※ ・色紙、包装紙な どをちぎった り、丸めた り

　　折 った りして遊ぶ

※ ・砂 や粘土で どろん こ遊びを楽 しむ

※ ・カラーブロ ック、 積木 などを使 って、いろ

　　 いろな形 をつ ぐって遊ぶ

　 ・いろいろな形 の紙を貼 って遊ぶ

　　 (丸 、三角、四角、そ の他)

　 ・紙、モールな どを使って、長 くつないで飾

　　 りを作 る

　 ・は さみ、の りな どの使い方 を知 る

※ ・砂、 水を使って大きな山や川を作6て 遊ぶ

　 ・粘土 をふんだ り投 げた り丸めた りして遊ん

　　 だ り作 った りする

※ ・身近な材料 で喜んで作 る

　　 (砂 、石、紙㌔木の 葉、木の実、花な ど)

　 ・空箱を使 って工夫 して作 る

　　 (時 計、動物など)

　 。はさみ、の りの扱いに なれ、いろいろなも

　　の を作る(こ いのぼ り、た なばたか ざり)

※ ・用具は きめ られた場所に片づ ける

※ ・砂、粘土な どを使 って、 グループの考 えを

　　表現 しようとする

※ ・課題にそって グループで'協力して作る

　　 (動 物園、花や さん、な ど)

　 ・動 くおもち ゃを工夫 して作る

　 ・布、厚紙、薄紙など材料 の違 いによるはさ

　　み、 ボール切、 ホッチキスなどの使い方 を

　　工夫する'

　 ・木工用具の使 い方 を知 り、 けがの ないよ う

　　に気 をつ廿 て使 う(金 づち、のこぎりなど)

※ ・必要な材料 、用具はな るべ く自分たちで準

　　備する

2 学 期

　 ・木の葉、木 の実 で遊ぶ

※ ・空箱 やモール、きびが らを使 って、好きな

　　 ものを作 る

　 ・はさみ を使 って、紙、包装紙 な どを切る

　 ・切った紙 を貼って遊ぶ

※ ・ま まごとや うりや ごっこに使 うもの を作ろ

　　 うとする

※ ・材料の片づけ方 を知 り、先生といっ しょに

　　片づ ける

　 ・木の葉、木の実でいろいろな形に並べた り

　　組み合わせた りしてみんなで作る

　 ・牛乳 のふた、 ス トロー、 フイル ム巻芯 など

　　の材料の扱いになれ る

※ ・ホ ッチキス、 ボール切 りの使い方 を知 る

※ ・ボン ド、セ メダイ ンな どの接着剤の使い方

　　 を知 り、なれ る

　 ・店やご っこに使 うものを作る(果 物、おも

　　 ちゃ、乗 り物 など)

　 ・みんなの作 った もの を合わせてパ ノラマな

　　 どの構成を楽 しむ

※ ・さまざまな形、色 を組合わせて、平 面、立

体、空間構成を楽 しむ

・指人形、あやつり人形の動きを考えながら

楽しんで作る

・影絵の人形や背景をその効果を考えて工夫

　して作る

・紙を使って立体構成を工夫する

　(奈 良公園、パノラマ作 り)
・彫刻刀の安全な扱い方を知 り、芋版づくり

を楽しむ

※ ・材料、用具を分類 して片づ ける

3 学 期

・いろいろな材料に気づき
、好 きな材料 を選ん

で作ろ うとする

・ビニールテープの扱 いになれ る

じ材料 をいろいろ組み合わせる ことになれ る

　 (空 箱、発泡スチ ロール、 モールな ど)

・人形、花 など飾る もの を作 る

　(紙 、 びん、 モール、 ヒゴな ど)

・劇遊 びの小道具 をみん なで作 る

・いろいろな材料
、用具 を工夫 して使 う

・使ったあ との材料 は、種類別に片づ ける

・いろいろな材料、用具になれ、 思いのままに

表現 を楽 しむ

・郵便 ごっこや劇遊びに必要な もの を考え
、使

　いやす く、効果的に工夫 して作る

・卒園記念の 楽焼の手づ くりを楽 しみ
、工夫 し

て作 る

。粘土 を使っていろいろな表現 を楽 しむ

　 (線 ぼ り、 レリーア、積上げなど)

・生活に使 うものを作 る

　 (花 びん、灰皿、 ハンガーなど)



1

蕊

1

見

る

望 ま し い 経 験

ア、身近にあ る美 しいものに感動 す

　　 る

イ、 自分や友だちの作 品を喜んで見

　　る

ウ、作品を見て、その美 しさや作者

　　の感動に気づ く

エ、作品 をたいせつにする

オ、作品の飾 り方を工夫する

カ、身近な環境 を美 しくしよ うとす

　　る

幹

3

才

4

才

5

才

1 学 期

※ ・室内、廊下 に飾 ってある もの を興味 を もっ

　　て見 る

※ ・絵本、 スライ ドな どを見 てその美 しさに感

　　動す る

　 ・自分のかいた り、作 った りしたもの を喜ん

　　で先生に見せる

※ ・身近 な美 しい ものにふれ る

　　 (花 、小 とり、 うさぎ、 など)

　 ・年長組に もらったおみやげや、 自分たちの

　　作った作 品をζわさない よ うにす る

※ ・自分の絵や製 作品 にっいて話す

※ ・友だちの作品 を喜んで見、感 じた ことを話

　　す

　 ・年長組ゐ作品 を喜んで見、工夫 してある点

　　に気づ く(花 や さん)

※ ・もらった作 品はた いせ っに扱 う

※ ・花壇や土手 の摘草 をして、 花び んに飾った

　　 りする

※ ・作品の完成を喜ぶ

※○絵本、ス ライ ド、人形 劇な どを見 て感動す

　　 る

※○ 自分の作品の完 成を喜 び、 友だち と共 に鑑

　　賞する

　 ・互いに作品を見せ合 って、 よくで きた点に

　　ついて話 し合 う

　 ・自分や友だちの作品 をこわさない ように気

　　 をつけ、 こわれ た ら、すすんで修」 しよう

　　 とす る

2 学 期

　 ・紅葉の美 しさに気づ き、木の葉 を集めて遊

　　ぶ

　 ・年長組 の作品を見て喜ぶ

　　 (奈 良公園のパノラマ)

※ ・友 だちの作品に興味 をもっ

※ ・保育室 を自分た ちの作品で飾ることを喜本

※○かいた り、作 った りした ものは、 たいせ つ

　　にする

・秋の 自然の美 しさに感動 し、それをかいた

　り作 った りしよ うとする

・作品をつる したり、貼 った り、か けた りし

　て、楽 しい雰囲気がでるよ うに先生 といっ

　しょに考 える

　(ク リスマス ツリー、 クリス マスプンゼ ン

　　 トな ど)

・貝が ら、石、木の葉 など自然物 の美 しさに

気づ き、飾 って喜 ぶ

・作 品をみんなで見、 よ くエ夫 した点や発想

のお もしろ さ、努力点な どを先生 とい っし

　ょに話 し合 う

・先生の作品や画集・展章 会などを喜んで見

る

3 学 期

・自分や友だ ちの作品を見て、感 じたこ とを話

そ うとする

・冬 の花 や木の実、 雪景色の美 しさに気づき興

味 を もって見 る

・美しい雪景色を見て感動する

・焼物 などの作品は こわれないよ うに気 をつけ

たいせっに扱 う

・雪、氷、霜柱の美 しさに感動 し興味 をもって

見 る


